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　〔
解
題
〕

　

本
稿
は
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
九
曜
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
宗
祇
『
源
氏
物
語
不

審
抄
出
』（
文
庫
三
〇
／
Ａ
〇
一
一
四
）
を
全
文
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る（

１
）。
な
お
本

稿
で
紹
介
す
る
「
甲
本
」
の
ほ
か
、
同
文
庫
に
は
も
う
一
本
、
欠
損
の
多
い
「
乙
本
」

が
伝
わ
る（

２
）。

　

ま
ず
は
、
九
曜
文
庫
甲
本
の
書
誌
を
確
認
す
る
。

　
　

〇
装
訂　

列
帖
装
（
全
一
冊
）。

　
　

〇
寸
法　

縦
二
三
・
五
糎
×
横
一
六
・
九
糎
。

　
　

〇
表
紙　

�

浅
縹
地
に
金
泥
の
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
一
部
に
秋
草
ら
し
い

模
様
が
認
め
ら
れ
る
外
、
傷
み
が
激
し
く
、
そ
の
詳
細
は
判
然
と
し

な
い
〈
図
版
１
～
３
，
10
〉。
見
返
し
は
金
紙
〈
図
版
４
〉。

　
　

〇
外
題　

�

表
紙
の
左
肩
に
題
簽
の
剥
離
痕
（
原
題
簽
は
長
方
形
、
元
は
縦

一
七
・
五
糎
×
横
三
・
一
糎
か
）
が
確
認
で
き
る
が
〈
図
版
１
〉、
外

題
は
な
い
。

　
　

〇
内
題　

巻
頭
丁
一
行
目
に
「
源
氏
物
語
不
審
抄
出
」
と
あ
る
〈
図
版
５
〉。

　
　

〇
料
紙　

厚
手
の
斐
紙
。

　
　

〇
紙
数　

�

五
折
か
ら
な
り
、
全
四
十
三
紙
が
順
に
九
、八
、九
、八
、九
紙
の
括
り

で
綴
ら
れ
る
。
最
初
と
最
後
に
一
丁
分
ず
つ
が
表
紙
と
見
返
し
の
間

に
、
そ
の
芯
と
し
て
挟
み
込
ま
れ
、
計
八
十
四
丁
の
本
と
な
っ
て
い

る
。

　
　

〇
墨
付　

�

七
十
九
丁
で
、
振
り
仮
名
な
ど
の
傍
記
を
含
め
て
全
て
同
筆
と
見
え

る
。

　
　

〇
遊
紙　

前
一
丁
、
後
四
丁
。

　
　

〇
行
数　

�
九
行
書
き
で
、
一
行
の
字
数
を
十
八
～
二
十
二
字
と
し
、
約

一
八
・
二
糎
の
高
さ
で
豊
か
に
余
白
を
残
す
〈
図
版
５
，
６
〉。

早
稲
田
大
学
図
書
館
九
曜
文
庫
蔵
（
甲
本
）『
源
氏
物
語
不
審
抄
出
』
︱
翻
刻
と
解
題
︱

ノ
ッ
ト
・
ジ
ェ
フ
リ
ー

＊
キ
ー
ワ
ー
ド

　
　
　

源
氏
物
語
・
宗
祇
・
不
審
抄
出
・
注
釈
・
九
曜
文
庫
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〇
体
裁　

�

注
記
項
目
ご
と
に
、
引
用
さ
れ
る
『
源
氏
物
語
』
本
文
と
の
識
別
を

図
り
、
注
記
本
文
を
一
字
下
げ
て
記
す
。
又
、
同
じ
巻
を
対
象
と
し

た
一
連
の
注
記
の
前
に
、
三
字
下
げ
て
そ
の
巻
名
が
示
さ
れ
る
〈
図

版
５
，
６
〉。

　
　

〇
印
記　

�
巻
頭
丁
の
右
下
に
双
郭
長
方
朱
印
「
九
曜
文
庫
」
が
見
え
る
〈
図
版

５
〉。
そ
の
他
に
単
郭
楕
円
朱
印
「
桜
井
」（
未
詳
）
が
二
ヶ
所
、
奥

書
丁
の
左
下
（
七
九
オ
）
と
最
終
丁
の
中
央
（
後
遊
紙�

四
丁
ウ
）
に

捺
さ
れ
て
い
る
〈
図
版
７
，
８
〉。

　
　

〇
年
代　

�

書
写
時
期
は
江
戸
期
を
遡
ら
な
い
と
目
さ
れ
る
が
、
書
写
奥
書
は
な

い
。

　

表
紙
と
対
照
的
に
、
本
紙
の
保
存
状
態
は
概
ね
良
好
で
、
わ
ず
か
な
虫
損
の
ほ
か

四
周
に
少
々
の
汚
れ
が
認
め
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
書
写
に
つ
い
て
記
す
べ
き
特
徴

と
し
て
、
仮
名
書
き
に
や
や
偏
っ
た
用
字
傾
向
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
そ
の
た
め
か
傍

記
は
大
変
少
な
く
、
読
み
仮
名
数
ヶ
所
と
、
漢
文
に
時
折
施
さ
れ
た
訓
点
に
限
ら
れ

る
。
加
え
て
、
そ
れ
と
は
っ
き
り
分
か
る
校
合
の
跡
は
な
く
、
見
せ
消
ち
の
類
も
見

当
た
ら
な
い
。
全
体
的
に
よ
く
整
っ
た
体
の
書
写
と
い
え
る
。

　
『
源
氏
物
語
不
審
抄
出
』
は
、
連
歌
師
宗
祇
（
一
四
二
一
～
一
五
〇
二
）
の
手
に

よ
る
最
晩
年
の
『
源
氏
物
語
』
注
釈
書
で
あ
る
。
そ
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
不
明

な
点
が
未
だ
少
な
く
な
い
が
、
一
書
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
き
た
の
は
一
四
九
〇
年
代

前
半
を
下
ら
な
い
時
期
で
あ
ろ
う
。
書
名
の
通
り
に
『
源
氏
物
語
』
の
う
ち
四
十
数

帖
か
ら
、
難
解
と
思
わ
れ
た
一
二
〇
以
上
の
「
不
審
」
箇
所
を
取
り
上
げ
、
丁
寧
な

考
察
を
行
っ
て
い
る
。
宗
祇
が
著
し
た
源
氏
注
の
中
で
も
っ
と
も
多
岐
に
わ
た
る
内

容
を
も
ち
、
ま
た
、
そ
の
老
熟
し
た
源
氏
学
を
直
に
伝
え
る
書
と
し
て
も
極
め
て
貴

重
な
資
料
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
ほ
ど
の
価
値
を
保
有
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
『
源
氏
物
語
不
審
抄
出
』
は
こ
れ
ま
で
さ
ほ
ど
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

そ
の
背
景
と
し
て
基
礎
的
な
研
究
の
立
ち
遅
れ
が
指
摘
し
う
る
が
、
先
達
に
よ
っ

て
こ
の
問
題
は
解
決
さ
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
う
。
白
井
た
つ
子
氏
と
伊
永
好
見
氏

に
よ
り（

３
）、
現
存
伝
本
の
整
理
が
あ
る
程
度
進
め
ら
れ
、
そ
の
大
凡
の
系
統
分
類
も
明

ら
か
に
な
っ
た
。
現
時
点
で
全
九
本
の
伝
本
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
奥
書
の
別
に
よ

り
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る（

４
）。

　

こ
こ
で
諸
本
の
分
類
に
つ
い
て
端
的
に
ま
と
め
る
と
、
そ
の
う
ち
八
本
は
『
三
源

一
覧
』
の
編
者
と
も
知
ら
れ
る
富
小
路
俊
通
（
一
五
一
三
年
没
）
の
以
下
の
奥
書
を

共
通
し
て
持
つ
（〔
解
題
〕
に
お
け
る
引
用
に
は
私
に
句
読
点
を
施
し
た
。
以
下
同
様
）。

〔
俊
通
奥
書（

５
）〕

　
　

�

此
一
冊
、
宗
祇
法
師
抄
出
之
所
也
。
命
可
一
覧
由
、
其
後
下
向
関
東
、
於
相
模

国
卒
去
。
尤
可
歎
而
已
。

　
　
　
　

か
た
み
と
も
そ
の
世
に
い
は
ぬ
心
に
て
ふ
か
く
か
な
し
き
筆
の
あ
と
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

��

富
小
路
俊
通�

在
判

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
附
属
図
書
館
黒
川
文
庫
本
の
み
は
、
冷
泉
家
出
身
の

僧
侶
明
融
（
一
五
八
二
年
没
）
に
よ
る
、
ま
っ
た
く
異
な
る
以
下
の
奥
書
を
伝
え
る
。
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〔
明
融
奥
書（
６
）〕

　
　

此
抄
出
、
宗
祇
法
師
注
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

��

桑
門
明
融

　

俊
通
の
奥
書
か
ら
は
、
客
死
に
終
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
宗
祇
の
最
後
の
東
下
り
に

際
し
て
、『
源
氏
物
語
不
審
抄
出
』
を
本
人
か
ら
預
か
り
、
そ
の
ま
ま
自
分
の
手
元

に
残
っ
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
事
情
が
知
ら
れ
る
。
現
存
伝
本
の
ほ
と
ん
ど
は
俊
通
の

も
と
に
残
さ
れ
た
本
か
ら
派
生
し
て
流
布
し
た
も
の
と
み
え
る
。
そ
の
一
方
で
、
明

融
真
筆
と
さ
れ
る（

７
）黒
川
文
庫
本
の
書
写
奥
書
か
ら
は
、
異
な
る
流
布
経
路
の
併
存
が

窺
え
る
よ
う
で
あ
る
。
実
際
、
こ
の
両
グ
ル
ー
プ
の
間
に
は
書
名
、
所
収
注
記
、
掲

載
本
文
等
、
大
小
様
々
な
異
同
の
あ
る
こ
と
が
既
に
報
告
さ
れ
て
い
る（

８
）。

　

現
在
、
類
本
を
持
た
な
い
黒
川
文
庫
本
の
翻
刻
に
加
え
、
半
世
紀
前
に
西
尾
市
岩

瀬
文
庫
本
の
翻
刻
も
発
表
さ
れ
て
い
る（

９
）。
た
だ
し
、
後
者
は
い
わ
ゆ
る
俊
通
奥
書
所

載
グ
ル
ー
プ
に
含
ま
れ
る
本
で
あ
り
な
が
ら
、
同
グ
ル
ー
プ
諸
本
と
比
べ
て
み
る
と
、

岩
瀬
文
庫
本
に
注
記
項
目
の
立
て
方
が
数
本
と
異
な
る
箇
所
等
が
確
認
さ
れ
、
系
統

を
代
表
す
る
伝
本
と
は
認
め
が
た
い
。

　

一
方
、
九
曜
文
庫
甲
本
『
源
氏
物
語
不
審
抄
出
』
は
、
す
で
に
伊
永
氏
に
指
摘
さ

れ
た
如
く
、
比
較
的
に
整
っ
た
本
文
を
伝
え
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。『
源

氏
物
語
不
審
抄
出
』
諸
本
の
更
な
る
整
理
は
、
現
存
伝
本
の
網
羅
的
な
詳
細
調
査
を

俟
つ
外
な
い
が
、
本
稿
の
目
的
は
そ
の
進
展
に
向
け
、
既
発
表
の
も
の
と
内
容
を
異

に
す
る
伝
本
の
翻
刻
を
提
供
す
る
こ
と
に
あ
る
。
宗
祇
源
氏
学
の
今
後
の
研
究
に
資

す
る
一
助
と
な
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

〔
注
〕

（
１
）�

同
本
の
全
カ
ラ
ー
画
像
は
所
蔵
機
関
の
「
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
下

記
リ
ン
ク
よ
り
確
認
で
き
る
（
二
〇
二
三
年
二
月
二
十
三
日
閲
覧
）。

　
　

���https://w
w
w
.w
ul.w

aseda.ac.jp/kotenseki/htm
l/bunko30/

bunko30_a0114/index.htm
l

（
２
）�「
甲
本
」「
乙
本
」
の
呼
称
は
伊
永
好
見
「
宗
祇
注
の
一
形
成
過
程
︱
『
源
氏

物
語
不
審
抄
出
』
を
通
し
て
︱
」『
文
学
・
語
学
』
第
二
〇
三
号
（
二
〇
一
二

年
三
月
）
一
～
一
一
頁
に
よ
る
。

（
３
）�

白
井
た
つ
子
「『
源
氏
不
審
抄
出
』
解
題
」
同
編
『
源
氏
不
審
抄
出
』〈
ノ
ー

ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学�

古
典
叢
書
第
三
期
６
〉（
福
武
書
店
、
一
九
八
二
年

八
月
）
で
黒
川
本
が
初
め
て
紹
介
・
検
討
さ
れ
た
（
一
～
八
頁
）。
ま
た
伊
永

氏
は
注
２
前
掲
論
で
『
源
氏
物
語
不
審
抄
出
』
両
本
文
系
統
と
そ
の
現
存
伝

本
の
基
本
的
な
整
理
を
行
い
、『
一
葉
抄
』
所
引
の
『
源
氏
物
語
不
審
抄
出
』

を
手
掛
か
り
に
、
両
系
統
の
成
立
順
を
考
察
し
た
。

（
４
）�

伊
永
氏
の
注
２
前
掲
論
に
、
伝
本
全
九
本
の
系
統
分
類
が
あ
り
（
二
頁
）、
直

接
参
照
さ
れ
た
い
が
、
一
部
請
求
番
号
の
情
報
を
修
正
・
更
新
し
つ
つ
、
利

用
の
便
を
図
っ
て
こ
こ
に
転
記
す
る
。

　
　
　
　
　
〈
俊
通
奥
書
本
系
〉

　
　
　
　

①
早
稲
田
大
学
図
書
館
九
曜
文
庫
（
文
三
〇
／
Ａ
〇
一
一
四
）

　
　
　
　

②
島
原
図
書
館
肥
前
島
原
松
平
文
庫
（
松
一
〇
四
︱
六
）

　
　
　
　

③
東
京
都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
（
加
八
〇
六
五
）

　
　
　
　

④
東
海
大
学
附
属
図
書
館
桃
園
文
庫
（
桃
九
︱
一
〇
九
）

https://www.wul.waseda.ac.jp/kotenseki/html/bunko30/bunko30_a0114/index.html
https://www.wul.waseda.ac.jp/kotenseki/html/bunko30/bunko30_a0114/index.html
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⑤
早
稲
田
大
学
図
書
館
九
曜
文
庫
（
文
三
〇
／
Ａ
〇
一
一
三
）

　
　
　
　

⑥
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
（
一
〇
三
︱
一
七
）

　
　
　
　

⑦
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
（
四
︱
一
一
四
二
三
︱
一
）

　
　
　
　

⑧
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
（
九
一
三
・
三
六
／
イ
二
八
一
）

　
　
　
　
　
〈
明
融
奥
書
本
系
〉

　
　
　
　

⑨�

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
附
属
図
書
館
黒
川
文
庫
（
Ｈ
︱
一
九
六
）

　
　

���

な
お
、
①
⑤
は
早
稲
田
大
学
図
書
館
「
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
、

④
⑨
は
国
文
学
研
究
資
料
館
「
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
そ
の
画
像
を
確
認

で
き
る
。

（
５
）�

本
稿
七
九
頁
参
照
。
な
お
、
こ
こ
で
は
改
行
を
無
視
し
、
返
り
点
・
読
み
仮

名
等
も
全
て
省
く
こ
と
と
し
た
。

（
６
）
白
井
氏
の
注
５
前
掲
影
印
、
六
九
丁
オ
。

（
７
）
伊
永
氏
の
注
８
掲
翻
刻
（「
下
」）、
五
〇
～
五
一
頁
。

（
８
）
詳
し
く
は
、
白
井
氏
の
注
３
前
掲
解
題
を
参
照
。

（
９
）�

岩
瀬
文
庫
本
（
注
４
諸
伝
本
一
覧
の
⑥
）
の
翻
刻
は
、
吉
澤
義
則
編
『
未

刊
国
文
学
古
注
釈
大
系
』
第
一
一
巻
（
清
文
堂
出
版
、
一
九
六
八
年
六
月
）

三
四
七
～
三
八
二
頁
。

　
　

���

黒
川
文
庫
本
（
注
４
諸
伝
本
一
覧
の
⑨
）
の
翻
刻
は
、伊
永
好
見
「
翻
刻
ノ
ー

ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
附
属
図
書
館
黒
川
文
庫
蔵
『
源
氏
物
語
不
審
抄
出
』

（
上
）」『
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
紀
要
』第
三
七
巻
第
一
号（
二
〇
一
三

年
三
月
）
二
八
～
四
四
頁
、
同
「
翻
刻
・
解
題�

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大

学
附
属
図
書
館
黒
川
文
庫
蔵
『
源
氏
物
語
不
審
抄
出
』（
下
）」『
ノ
ー
ト
ル
ダ

ム
清
心
女
子
大
学
紀
要
』
第
三
八
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
三
八
～

五
一
頁
。

〔
付
記
〕

①�

翻
刻
に
あ
た
っ
て
閲
覧
・
撮
影
・
掲
載
の
許
諾
を
賜
っ
た
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
、

心
よ
り
深
謝
申
し
上
げ
る
。

②�

本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
（
若
手
研
究
（JP21K

12939

）「
戦
国
期
古
典
学
史

の
基
礎
的
研
究
︱
連
歌
師
の
源
氏
学
を
中
心
に
︱
」）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部

で
あ
る
。
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図
版
1　

表
紙
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図
版
3　

裏
表
紙
（
小
）

図
版
4　

表
紙
見
返
（
右
）・
遊
紙
（
左
）

図
版
2　

表
紙
（
小
）
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図
版
5　

巻
頭
・
内
題
・
九
曜
文
庫
蔵
書
印
〈
一
丁
オ
〉
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図
版
7　

奥
書
丁
「
桜
井
」
蔵
書
印
（
大
）〈
七
九
丁
オ
〉

図
版
6　

綴
じ
紐
〈
七
丁
ウ
～
八
丁
オ
〉

図
版
8　

最
終
丁
「
桜
井
」
蔵
書
印
（
大
）〈
後
遊
紙 

四
丁
ウ
〉
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図
版
9　

奥
書
〈
七
九
丁
オ
〉
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図
版
10　

裏
表
紙
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〔
凡
例
〕

一
、�
本
稿
は
、
宗
祇
『
源
氏
物
語
不
審
抄
出
』
の
全
文
翻
刻
で
、
早
稲
田
大
学
図
書

館
九
曜
文
庫
甲
本
（
文
庫
三
〇�

Ａ
〇
一
一
四
）
を
底
本
と
し
た
。

一
、�

丁
変
わ
り
を
」
で
示
し
た
が
、
組
版
の
都
合
も
あ
り
、
最
終
行
の
末
尾
で
一

回
改
行
し
て
、
そ
の
表
示
を
次
行
に
回
す
こ
と
と
し
た
。

一
、�

改
行
箇
所
を
全
て
原
本
の
ま
ま
と
し
た
。
た
だ
し
、
一
行
に
書
き
切
れ
な
か
っ

た
数
文
字
分
を
行
末
の
横
に
追
い
込
ん
で
い
る
場
合
、
原
本
の
様
子
を
再
現
せ

ず
、
む
し
ろ
書
写
者
の
行
配
り
意
識
を
尊
重
し
て
一
行
書
き
と
し
た
。

一
、
底
本
に
従
っ
て
、
注
記
を
一
字
下
げ
、
巻
名
表
示
を
三
字
下
げ
と
し
た
。

一
、�

漢
字
の
振
り
仮
名
と
漢
文
訓
読
の
返
り
点
・
読
み
仮
名
等
は
、
全
て
原
本
の
ま

ま
と
し
、
組
版
上
の
限
界
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
位
置
も
な
る
べ
く
再
現
し
た
。

一
、�

漢
字
は
概
ね
通
行
の
字
体
に
改
め
た
が
、
異
体
字
を
原
本
の
通
り
と
し
た
例
も

あ
る
（「
哥
」
等
）。

一
、�

平
仮
名
・
片
仮
名
の
別
は
底
本
の
ま
ま
と
し
、
僅
か
な
が
ら
濁
点
が
施
さ
れ
て

い
る
箇
所
は
全
て
原
本
の
通
り
に
翻
字
し
た
。

右
の
如
く
、
こ
の
「
九
曜
文
庫
甲
本
」
を
で
き
る
だ
け
原
本
に
忠
実
な
形
で
提
供
す

べ
く
努
め
た
が
、
同
時
に
利
用
の
便
を
図
り
つ
つ
、
以
下
の
よ
う
な
工
夫
も
施
し
て

み
た
。

一
、
宗
祇
に
よ
る
巻
々
の
巻
名
表
記
を
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
目
立
つ
よ
う
に
し
た
。

一
、
全
一
二
四
の
注
記
に
半
角
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
の
通
し
番
号
を
振
っ
た
。

一
、�

こ
の
注
記
番
号
の
直
下
に
、参
照
し
や
す
い
よ
う
に
『
源
氏
物
語
大
成�

校
異
篇
』

の
該
当
す
る
頁
（
漢
数
字
）
と
行
（
丸
付
き
数
字
）
を
（��

）
に
示
し
た
。

一
、�『
大
成
』
番
号
に
続
け
、
当
該
注
記
が
対
象
と
す
る
巻
名
を
記
し
、
更
に
巻
名

の
下
に
当
該
注
記
の
同
巻
に
対
し
て
の
通
し
番
号
（
全
角
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
）

を
振
っ
た
（
な
お
、
こ
の
通
し
番
号
は
『
不
審
抄
出
』
内
部
の
出
現
順
に
振
っ

た
も
の
で
、『
源
氏
物
語
』
の
本
文
順
と
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
）。

一
、�

注
記
番
号
、『
大
成
』
番
号
、
巻
名
、
巻
内
通
し
番
号
を
各
注
記
冒
頭
の
右
肩

に
一
行
空
け
て
表
示
し
、
本
文
と
識
別
で
き
る
よ
う
、
全
て
を
四
角
で
囲
っ
た
。

　
　
（
例
）
242
（
一
四
二
五
⑯
）　

雲
隠
２
＝
『
不
審
抄
出
』
の
二
四
二
番
注

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝
『
大
成
』
一
四
二
五
頁
の
十
六
行
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝
「
雲
隠
」
巻
を
対
象
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝
『
不
審
抄
出
』
で
「
雲
隠
」
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
対
象
と
し
た
二
つ
目
の
注
記

一
、�『
源
氏
物
語
不
審
抄
出
』所
収
注
記
の
巻
ご
と
の
配
分
な
ど
を
一
覧
で
き
る
よ
う
、

〔
凡
例
〕
に
続
け
て
各
注
記
の
（
１
）
対
象
巻
名
（
２
）
通
し
番
号
（
３
）
原

本
に
お
け
る
丁
数
（
４
）
該
当
す
る
『
大
成
』
番
号
を
載
せ
た
表
を
附
し
た
。
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巻名 注記番号 丁数 『大成』 巻名 注記番号 丁数 『大成』
若菜下 058 43 オ 1139:10 （竹河） 090 58ウ 1497:07

059 43 オ 1140:03 091 59オ 1499:09
060 43ウ 1150:08 092 59ウ 1500:10
061 44オ 1156:01 093 59ウ 1501:06
062 44ウ 1160:06 橋姫 094 60オ 1516:05
063 44ウ 1160:07 095 60ウ 1519:14
064 44ウ 1163:08 椎本 096 61オ 1573:12
065 45 オ 1180:09 097 62 オ 1574:01
066 45ウ 1189:01 098 62ウ 1574:04

柏木 067 46 オ 1264:03 総角 099 63ウ 1611:10
068 47オ 1252:07 100 64オ 1612:03

横笛 101 64ウ 1625:13
鈴虫 102 65オ 1664:07
夕霧 069 47ウ 1359:08 早蕨 103 66ウ 1682:09

070 48 オ 1359:10 104 66ウ 1685:08
御法 071 48ウ 1386:10 宿木 105 67オ 1701:01

072 49ウ 1387:09 106 68 オ 1702:03
073 49ウ 1396:13 107 68 オ 1704:04

幻 074 50オ 1404:14 108 68ウ 1708:02
075 51オ 1408:04 109 68ウ 1718:07
076 51ウ 1414:06 110 69オ 1726:09
077 52ウ 1415:09 111 69ウ 1778:12
078 53ウ 1416:05 東屋 112 70オ 1825:06
079 54オ 1414:12 113 70ウ 1839:13

匂宮 080 54ウ 1432:05 浮舟 114 71ウ 1864:04
081 55 オ 1437:14 115 72ウ 1869:11

紅梅 082 55オ 1447:01 116 73 オ 1887:11
083 55ウ 1458:08 蜻蛉 117 73ウ 1946:10

竹河 084 56 オ 1463:01 118 74オ 1977:14
085 56ウ 1463:02 119 74オ 1978:02
086 57オ 1463:03 120 74ウ 1978:03
087 57ウ 1466:04 121 75 オ 1978:06
088 57ウ 1490:12 122 75ウ 1981:04
089 58ウ 1497:06 手習 123 77オ 2023:13

夢浮橋 124 78 オ 2057:02
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表1　九曜文庫甲本『源氏物語不審抄出』所収注記一覧

※『大成』＝『源氏物語大成�校異篇』該当箇所（頁：行）

巻名 注記番号 丁数 『大成』 巻名 注記番号 丁数 『大成』
桐壺 001 1オ 5:01 薄雲 029 26ウ 629:13

002 1ウ 23:11 朝顔 030 27ウ 649:05
帚木 003 2ウ 35:01 乙女
空蟬 玉鬘 031 28 オ 726:10
夕顔 004 4オ 120:14 032 28ウ 726:14

005 5 オ 132:08 033 29オ 731:03
006 5ウ 140:05 初音 034 30オ 775:11
007 6 オ 146:02 035 30ウ 776:06

若紫 胡蝶 036 31オ 781:01
末摘花 008 7オ 213:09 037 31ウ 782:12

009 8 オ 226:13 038 32 オ 785:04
紅葉賀 010 9ウ 251:08 蛍
花宴 常夏
葵 011 10オ 292:05 篝火 039 32ウ 857:12

012 11ウ 309:08 野分 040 33 オ 877:06
013 12ウ 309:06 041 34オ 877:13
014 13 オ 311:09 行幸
015 14オ 311:14 藤袴 042 35オ 920:10

賢木 016 15ウ 336:04 043 35ウ 920:13
017 16 オ 340:03 044 36 オ 923:11
018 17オ 369:01 045 36ウ 923:13

花散里 019 17ウ 388:07 真木柱 046 37オ 935:08
須磨 020 19オ 426:11 047 38 オ 938:14

021 19ウ 428:14 梅枝 048 38ウ 977:06
022 20オ 433:11 049 39オ 981:09

明石 023 20ウ 447:11 050 39ウ 983:05
024 22 オ 460:03 藤裏葉 051 40オ 1002:09
025 23 オ 477:07 052 40ウ 1003:05

澪標 053 40ウ 1004:06
蓬生 若菜上 054 41ウ 1038:10
関屋 055 41ウ 1109:02
絵合 026 23ウ 564:10 056 42 オ 1109:04
松風 027 24ウ 585:12 057 42ウ 1109:07

028 25ウ 594:03
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　〔
翻
刻
〕

源
氏
物
語
不
審
抄
出

　
　
　

き
り
つ
ほ

001
（
五
①
）　

桐
壺
1

い
つ
れ
の
御
時
に
か
女
御
更
衣
あ
ま
た
さ
ふ
ら
ひ

給
け
る
中
に

　

此
い
つ
れ
の
御
時
に
か
と
か
け
る
は
伊
勢
か
家
の

　

集
の
は
し
め
に
い
つ
れ
の
御
時
に
か
あ
り
け
む

　

お
ほ
み
や
す
所
お
は
し
ま
し
け
る
と
か
け
り
七
条
の

　

后
宮
の
御
こ
と
な
り
伊
勢
は
そ
の
官か

ん
ぢ
よ女
た
る
に
よ

　

り
て
我
こ
と
を
わ
れ
と
は
書
い
て
す
し
て
后

き
さ
い
の
み
や
宮
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　

一
オ

　

御
こ
と
を
ま
つ
か
け
り
わ
か
身
の
こ
と
を
も
む
か
し
の
や

　

う
に
か
き
な
せ
り
そ
の
心
を
む
ら
さ
き
式
部
思

　

ひ
け
る
な
る
へ
し
そ
う
し
て
此
物
語
を
は
我
か
き

　

た
り
と
み
え
ぬ
や
う
に
作
な
し
た
る
物
な
り
寔マ

コ
ト　

　

に
つ
く
り
物
語
の
本ほ

ん

意い

な
る
へ
し

002
（
二
三
⑪
）　

桐
壺
2

う
へ
も
か
き
り
な
き
御
思
ひ
と
ち
に
て
な
う
と
見

給
ふ
そ
あ
や
し
く
よ
そ
へ
き
こ
え
つ
へ
き
心
ち
な
ん

す
る
な
め
し
と
お
ほ
さ
て
ら
う
た
く
し
給
へ
つ
ら
つ

き
ま
み
な
と
は
い
と
よ
う
に
た
り
し
ゆ
へ
か
よ
ひ
て�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　

一
ウ

み
え
給
も
に
け
な
か
ら
す
な
と
き
こ
え
つ
け
給
へ
れ
は

　

つ
ら
つ
き
ま
み
な
と
い
と
よ
う
に
た
り
し
と
は

　

き
り
つ
ほ
の
更
衣
と
源
氏
の
君
と
の
こ
と
な
り

　

ゆ
へ
か
よ
ひ
て
み
え
給
も
に
け
な
か
ら
す
と
は
藤
つ

　

ほ
の
女
御
の
更
衣
に
に
給
へ
る
心
な
り
こ
れ
は
此

　

女
御
の
御
こ
と
を
先
帝
の
時
の
内
侍
の
す
け
更

　

衣
に
に
た
ま
へ
る
よ
し
御
門
に
申
侍
し
そ
の
筆

　

の
行
ゑ
な
り
し
か
れ
は
藤
つ
ほ
の
宮
と
源
氏
と

　

も
に
か
よ
ひ
給
へ
る
心
に
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　

二
オ
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は
ゝ
き
木

003
（
三
五
①
）　

帚
木
１

光
源
氏
名
の
み
こ
と
〳
〵
し
う
い
ひ
け
た
れ
給
ふ
と

か
お
ほ
か
な
る
に
い
と
ゝ
か
ゝ
る
す
き
こ
と
ゝ
も
を
す
ゑ

の
世
に
も
聞
つ
た
へ
て
か
ろ
ひ
た
る
名
を
や
な
か
さ

む
と
忍
ひ
給
け
る
か
く
ろ
へ
こ
と
を
さ
へ
か
た
り
つ
た

へ
け
ん
人
の
物
い
ひ
さ
か
な
さ
よ
さ
る
は
い
と
い
た
う

世
を
は
ゝ
か
り
給
ひ
け
る
ほ
と
な
よ
ひ
か
に
お
か
し
き

こ
と
は
な
く
て
か
た
野
の
少
将
に
は
わ
ら
は
れ
給
ひ

け
ん
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　

二
ウ

　

光
源
氏
名
の
み
こ
と
〳
〵
し
う
と
は
源
氏
の
君
の

　

こ
と
を
ほ
め
た
る
詞
な
り
い
ひ
け
た
れ
給
ふ
と
か

　

お
ほ
か
ん
な
る
と
は
世
の
中
の
な
ら
ひ
に
て
名

　

た
か
く
い
か
め
し
き
人
を
も
い
ひ
け
つ
な
ら
ひ
の

　

儀
な
り
い
と
ゝ
か
ゝ
る
す
き
こ
と
ゝ
は
か
う
し
よ
く

　

の
こ
と
也
す
ゑ
の
世
に
き
ゝ
つ
た
へ
て
か
ろ
ひ
た
る

　

名
を
や
な
か
さ
ん
と
は
源
氏
の
か
ゝ
る
か
た
の
な
を

　

忍
ひ
給
ふ
こ
と
な
か
ら
さ
れ
と
な
を
其
名
き
こ

　

ゆ
る
こ
と
を
い
は
ん
と
て
か
く
ろ
へ
こ
と
を
語
つ
た
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　

三
オ

　

け
ん
人
の
物
い
ひ
さ
か
な
さ
よ
と
紫
式
部
か
い
へ
る

　

こ
と
葉
也
か
た
り
つ
た
へ
け
む
人
と
は
む
か
し
の
人

　

の
心
に
か
け
り
さ
る
は
い
と
い
た
く
世
を
は
ゝ
か
り

　

ま
め
た
ち
給
け
る
ほ
と
は
源
氏
の
君
か
う
し
よ
く

　

の
人
な
か
ら
う
へ
に
は
し
ち
を
た
て
た
る
人
に
て

　

好
色
を
忍
ひ
給
ふ
ゆ
へ
な
よ
ひ
か
に
お
か
し
き
事

　

は
な
し
と
い
へ
り
そ
れ
を
か
た
の
ゝ
少
将
に
は
わ
ら
は

　

れ
ん
と
い
へ
り
か
た
の
ゝ
少
将
の
こ
と
は
ふ
る
き
物

　

か
た
り
の
名
也
お
な
し
時
の
人
に
は
な
け
れ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　

三
ウ

　

紫
式
部
か
と
り
あ
は
せ
て
く
は
へ
た
る
心
な
り
彼

　

少
将
は
う
へ
し
た
な
く
か
う
し
よ
く
の
人
な
り
此
ま

　

き
は
始
終
と
も
に
其
心
を
え
か
た
し
し
か
る
間
一
冊

　

別
註
之
も
の
あ
り

　
　
　

夕
か
ほ

004
（
一
二
〇
⑭
）　

夕
顔
１

夕
露
に
ひ
も
と
く
花
は
玉
ほ
こ
の
た
よ
り
に
み
え
し
え
に
こ
そ
有
け
れ

　

返
し

光
あ
り
と
み
し
夕
顔
の
う
は
露
は
た
そ
か
れ
時
の
空
め
な
り
け
り

　

此
二
首
は
夕
か
ほ
の
う
へ
を
と
も
な
ひ
て
な
に
か
し
の
院
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　

四
オ
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は
し
ま
し
け
る
時
い
ま
ゝ
て
は
御
名
を
し
の
ひ
か
ほ
を
さ

　

へ
さ
や
か
に
み
せ
給
は
す
侍
し
を
こ
ゝ
に
て
夕
か
ほ
に
ひ
も
と

　

く
花
は
と
の
給
へ
る
は
か
ほ
を
さ
へ
さ
や
か
に
み
え
給
ふ

　

心
な
り
た
よ
り
に
み
え
し
え
に
こ
そ
有
け
れ
と
は
心

　

あ
て
に
そ
れ
か
と
そ
み
る
な
と
ゝ
い
ひ
か
は
し
給
ひ
し

　

そ
の
こ
と
な
り
返
し
の
心
は
そ
の
お
り
哥
な
と
よ
み

　

出
て
ま
い
ら
せ
し
事
思
出
る
に
は
つ
か
し
き
こ
と
な
れ

　

は
た
そ
か
れ
時
の
そ
ら
め
な
り
け
り
と
ひ
か
り
あ
り

　

と
み
し
こ
と
を
も
お
ほ
め
き
て
い
へ
る
面
白
や
源
氏
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　

四
ウ

　

御
心
に
も
か
な
ふ
と
み
え
た
り

005
（
一
三
二
⑧
）　

夕
顔
２

さ
ら
に
こ
と
も
な
く
し
な
せ
と
そ
の
ほ
と
の
さ
ほ
う
の
給
へ

る
な
に
か
こ
と
〳
〵
し
く
す
へ
き
に
も
侍
ら
す
と
て
た
つ

　

こ
れ
は
夕
か
ほ
の
君
う
せ
て
後
夕
か
ほ
の
上
の
さ
う
そ

　

う
の
事
こ
と
も
な
く
し
な
せ
と
源
氏
の
君
お
ほ
せ
こ
と

　

あ
る
は
事
を
つ
ゝ
め
た
る
や
う
に
き
こ
ゆ
さ
に
て
は
な
し

　

源
氏
の
御
身
に
は
ふ
そ
く
な
る
へ
し
事
な
く
と
は
世
の　

　

そ
し
り
も
な
き
様
に
と
の
た
ま
へ
る
心
な
り
其
御
心
を
こ

　

れ
み
つ
う
け
た
ま
は
り
て
な
に
か
こ
と
〳
〵
し
く
も
す
へ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　

五
オ

　

と
て
た
つ
と
は
お
ほ
せ
の
こ
と
く
は
な
に
か
す
へ
き
忍

　

ひ
や
か
に
と
思
ふ
心
に
て
い
へ
り

006
（
一
四
〇
⑤
）　

夕
顔
３�

竹
の
中
に
家
鳩
と
い
ふ
鳥
の
ふ
つ
ゝ
か
に
な
く
を
き
ゝ
て

か
の
あ
り
し
院
に
此
鳥
の
な
き
し
を
い
と
お
そ
ろ
し
と

思
ひ
た
り
し
さ
ま
の
お
も
か
け
に
ら
う
た
く
お
ほ
し
出
ら
る
れ
は

　

此
鳥
の
と
い
へ
は
そ
の
院
に
て
き
ゝ
給
ひ
し
鳥
家
鳩
と

　

き
こ
ゆ
そ
れ
は
ふ
く
ろ
う
な
る
へ
し
是
も
す
こ
し
心

　

え
か
た
く
や
或
説
あ
り
し
院
に
こ
の
と
い
ひ
き
る
や
う

　

に
し
て
鳥
の
な
き
し
を
と
い
へ
は
さ
う
い
な
し
と
い
へ
り
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　

五
ウ

　

れ
も
ま
た
聞
に
く
ゝ
や
た
ゝ
あ
り
し
院
に
か
ゝ
る
鳥
の
な

　

き
し
な
と
お
ほ
や
う
に
い
ひ
て
や
し
か
る
へ
か
ら
ん
一
義
云

　

此
鳥
家
は
と
成
へ
し
そ
の
ゆ
へ
は
彼
院
に
て
ふ
く
ろ

　

う
の
な
き
し
は
夕
か
ほ
う
せ
て
の
事
也
お
そ
ろ
し
と

　

思
ひ
た
り
し
さ
ま
の
お
も
か
け
に
ら
う
た
く
お
ほ
し
い
て
ゝ

　

と
侍
れ
は
ふ
く
ろ
う
と
き
こ
え
す
家
鳩
の
な
く
事

　

を
ま
つ
い
ひ
出
ね
と
そ
の
こ
と
ゝ
き
こ
ゆ

007
（
一
四
六
②
）　

夕
顔
４

か
や
う
の
く
た
〳
〵
し
き
こ
と
は
あ
な
か
ち
に
か
く
ろ
へ
忍
ひ

給
し
も
い
と
お
し
く
て
み
な
も
ら
し
と
ゝ
め
た
る
を
な
と
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　

六
オ
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か
と
の
御
子
な
ら
ん
か
ら
に
み
む
人
さ
へ
か
た
ほ
な
ら
す
も

の
ほ
め
か
ち
な
る
と
つ
く
り
こ
と
め
き
て
と
り
な
す
人

も
の
し
給
け
れ
は
な
ん
あ
ま
り
物
い
ひ
さ
か
な
き
つ
み
さ

り
所
な
く

　

か
や
う
の
く
た
〳
〵
し
き
こ
と
ゝ
は
源
氏
の
君
の
か
う
し

　

よ
く
の
道
の
い
ろ
〳
〵
の
こ
と
な
り
あ
ま
り
に
は
い
か
て
と

　

も
ら
せ
は
ま
た
物
ほ
め
か
ち
な
り
と
世
人
の
い
へ
は
か

　

き
と
む
る
よ
し
を
い
へ
り
世
中
の
人
の
心
の
わ
り
な
き

　

を
い
へ
り
こ
れ
も
大
か
た
こ
ゝ
ろ
え
か
た
け
れ
は
し
る
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　

六
ウ

　

を
け
る
は
か
り
な
り

　
　
　

末
つ
む

008
（
二
一
三
⑨
）　

末
摘
花
１��

い
く
そ
た
ひ
君
か
し
ゝ
ま
に
ま
け
ぬ
ら
ん
物
な
い
ひ
そ
と
い
は
ぬ
た
の
み
に

　

返
し

か
ね
つ
き
て
と
ち
め
ん
こ
と
は
さ
す
か
に
て
こ
た
へ
ま
う
き
そ
か
つ
は
あ
や
な
き

　

是
は
源
氏
の
君
は
し
め
て
す
ゑ
つ
む
の
所
へ
し
の
ひ
お

　

は
し
ま
し
け
る
に
源
氏
の
君
の
い
ろ
〳
〵
の
こ
と
の
葉
を

　

つ
く
し
給
へ
と
さ
ら
に
返
事
し
給
は
ぬ
と
き
此
哥
を
よ

　

め
り
し
ゝ
ま
と
は
無
言
の
事
な
り
一
か
う
物
な
い
ひ
そ
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　

七
オ

　

給
は
ゝ
我
も
く
ち
と
ち
て
あ
る
へ
き
を
も
し
や
返
事

　

し
給
ふ
と
思
ふ
ゆ
へ
又
こ
と
の
葉
を
つ
く
し
〳
〵
し
給
ふ

　

心
を
君
か
む
こ
ん
に
ま
け
ぬ
ら
ん
と
よ
め
り
返
し
の
心

　

か
ね
つ
き
て
と
ち
む
る
と
は
児
女
子
な
と
の
無
言
を

　

す
る
時
か
ね
に
て
も
何
に
て
も
う
ち
て
そ
れ
を
さ
か
い

　

に
無
言
す
る
こ
と
な
り
さ
や
う
に
す
へ
き
こ
と
は
な
き
ゆ
へ

　

と
ち
め
ん
こ
と
は
さ
す
か
に
て
と
い
へ
り
さ
れ
と
も
源
氏

　

を
は
ゞ
か
り
給
心
に
て
え
い
ひ
出
ぬ
こ
と
を
こ
た
へ
ま

　

う
き
そ
か
つ
は
あ
ち
き
な
き
と
い
へ
る
心
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　

七
ウ
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（
二
二
六
⑬
）　

末
摘
花
２

梅
の
花
の
色
の
こ
と
み
か
さ
の
山
の
を
と
め
を
は
す
て
ゝ

と
う
た
ひ
す
さ
ひ
て
出
給
ぬ
み
や
う
ふ
は
い
と
お
か
し
と
思

ふ
心
し
ら
ぬ
人
〻
は
な
そ
御
ひ
と
り
ゑ
み
は
と
と
か
め

あ
へ
り
あ
ら
す
さ
む
き
し
も
あ
さ
に
か
ひ
ね
り
こ
の

め
る
は
な
の
色
あ
ひ
や
み
え
つ
ら
ん
御
つ
ゝ
し
り

哥
の
い
と
お
か
し
と
い
へ
は
あ
な
か
ち
な
る
こ
と
か
な
此

中
に
は
に
ほ
え
る
花
も
な
き
物
を
左
近
の
み
や

う
ふ
ひ
こ
の
う
ね
め
や
ま
し
り
つ
ら
ん
な
と
こ
ゝ
ろ
も

え
す
い
ひ
し
ろ
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　

八
オ
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是
は
師
走
の
つ
こ
も
り
比
す
ゑ
つ
む
よ
り
御
き

　

ぬ
な
と
源
氏
へ
を
く
り
給
ひ
し
と
き
そ
の
身
に
か

　

や
う
の
こ
と
さ
し
す
き
た
る
と
お
ほ
し
て
よ
ろ
し

　

か
ら
ぬ
御
け
し
き
あ
り
し
時
梅
の
花
の
色
の
こ
と
ゝ

　

う
た
ひ
給
へ
る
也
是
は
政
事
要
略
衛
門
府
の

　

風
俗
哥
云
た
ゝ
良
女
の
花
の
如
加
以
祢
利
好
牟

　

夜
滅
紫
色
好
牟
夜
と
い
ふ
う
た
を
た
ゝ
梅
の
花

　

と
か
へ
て
の
給
へ
り
か
ひ
ね
り
と
は
色
く
れ
な
ゐ

　

な
り
す
ゑ
つ
む
花
の
い
ろ
の
あ
か
き
を
い
は
ん
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　

八
ウ

　

て
の
心
也
三
笠
の
山
の
を
と
め
を
は
す
て
ゝ
と
い
へ
る
ひ

　

た
ち
の
宮
の
を
と
め
と
い
は
ん
た
め
な
り
す
ゑ
つ

　

む
は
ひ
た
ち
の
み
や
の
ひ
め
君
な
れ
は
也
ま
つ
み
か

　

さ
の
山
と
い
ふ
こ
と
は
求
子
の
哥
に
よ
り
い
へ
る
也
も
と

　

め
こ
の
哥
は
諸
社
に
て
う
た
ふ
時
其
所
の
名
を

　

い
ふ
こ
と
あ
り
春
日
に
て
は
み
か
さ
の
山
の
を
と
め
こ
と

　

う
た
ふ
へ
き
こ
と
な
り
た
ゝ
三
か
さ
の
山
の
を
と
め
を

　

す
て
ゝ
ひ
た
ち
の
宮
の
を
と
め
と
い
は
ま
ほ
し
き
の

　

心
な
り
さ
れ
と
あ
ま
り
に
に
あ
は
ぬ
事
に
て
は
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　

九
オ

　

は
る
ま
し
き
を
春
日
の
明
神
は
ひ
た
ち
よ
り
出
給

　

ひ
た
る
御
神
な
り
三
笠
も
鹿
島
も
お
な
し
御
神

　

三
し
や
な
れ
は
其
た
よ
り
あ
る
に
よ
り
か
く
い
へ
る

　

な
り
ま
こ
と
に
是
は
此
物
語
の
し
よ
ち
う
に
い
つ
か
う

　

み
え
さ
る
こ
と
也
師
説
の
密
伝
也

　
　
　

も
み
ち
の
賀

010
（
二
五
一
⑧
）　

紅
葉
賀
１

さ
う
の
琴
は
な
か
の
ほ
そ
を
た
へ
か
た
き
と
て
平
調

に
を
し
く
た
し
て
し
ら
へ
給
ふ

　

此
事
心
え
か
た
く
や
た
ゝ
い
ま
ひ
き
給
ふ
へ
き
楽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　

九
ウ

　

は
長
保
楽
の
破
保
曽
呂
倶
世
利
是
な
り
ま
へ
の

　

し
ら
へ
平
調
よ
り
は
り
た
る
て
う
し
な
る
へ
し
中

　

の
ほ
そ
を
は
中
の
を
な
り
中
の
こ
の
か
み
は
な
と
い
へ
る

　

た
く
ひ
な
る
へ
し
此
す
ゑ
に
か
た
き
て
う
し
と
も
を

　

た
ゝ
一
わ
た
り
に
な
ら
ひ
と
り
給
ふ
と
は
色
〳
〵
の
て

　

う
し
さ
た
ま
る
ま
し
き
に
や

　
　
　

あ
ふ
ひ

011
（
二
九
二
⑤
）　

葵
１�

い
と
ま
し
か
ら
ぬ
か
さ
し
あ
ら
そ
ひ
か
な
と
さ
う
〳
〵
し
う

お
ほ
せ
と
か
や
う
に
い
と
お
も
な
か
ら
ぬ
人
は
た
人
あ
ひ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
一
〇
オ
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り
給
へ
る
に
つ
ゝ
ま
れ
て
は
か
な
き
御
い
ら
へ
も
心
や

す
く
き
こ
え
ぬ
と
ま
は
ゆ
し

　

是
は
宮
す
所
の
車
あ
ら
そ
ひ
の
ゝ
ち
の
ま
つ
り
の

　

日
源
氏
の
君
紫
上
を
ひ
と
つ
車
に
て
ま
つ
り

　

御
ら
ん
せ
し
に
車
の
立
と
さ
し
あ
ひ
た
り
し
時
源
内
侍

　

あ
ふ
き
を
さ
し
い
て
ゝ
人
を
ま
ね
き
て
所
さ
り
き

　

こ
え
ん
と
申
侍
し
か
は
所
も
よ
き
わ
た
り
な
れ
は

　

い
か
て
え
給
へ
る
そ
な
と
の
給
ひ
し
時

　

は
か
な
し
や
人
の
か
さ
せ
る
あ
ふ
ひ
ゆ
へ
神
の
ゆ
る
し
の
け
ふ
を
待
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
一
〇
ウ

　

と
よ
み
て
奉
り
し
に

　

か
さ
し
け
る
心
そ
あ
た
に
お
も
ほ
ゆ
る
や
そ
う
ち
人
に
な
へ
て
あ
ふ
ひ
を

　

と
よ
み
給
へ
り
し
其
お
り
お
ほ
く
の
女
車
侍
し
也

　

源
内
侍
と
の
か
さ
し
あ
ら
そ
ひ
を
御
心
に
つ
か
て
大

　

か
た
の
も
の
み
の
女
は
う
車
に
哥
な
と
を
く
り
給

　

ひ
け
る
な
る
へ
し
い
と
ま
し
か
ら
ぬ
か
さ
し
あ
ら
そ
ひ

　

さ
う
〳
〵
し
う
お
ほ
せ
と
ゝ
は
源
内
侍
の
こ
と
を
源
氏

　

の
君
お
ほ
す
心
な
り
か
や
う
に
い
と
お
も
な
か
ら
ぬ
人

　

は
た
と
は
源
内
侍
を
は
お
も
な
き
人
に
さ
た
ま
り
て
か
や
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
一
一
オ

　

に
お
も
な
か
ら
ぬ
人
と
は
源
内
侍
か
や
う
に
お
も
な
か
ら
ぬ

　

人
と
い
ふ
心
也
お
も
な
き
と
は
お
も
て
つ
れ
な
き
心
也
さ

　

ら
ぬ
車
な
と
に
源
氏
よ
り
を
と
つ
れ
給
へ
と
人
の
り

　

あ
ひ
給
へ
る
に
つ
ゝ
ま
れ
て
心
や
す
く
は
か
な
き
御

　

い
ら
へ
を
も
せ
ぬ
と
い
ふ
心
也
此
段
の
つ
ゝ
き
さ
ら
に

　

み
え
わ
か
さ
る
も
の
な
り

012
（
三
〇
九
⑧
）　

葵
２

か
の
い
さ
よ
ひ
の
さ
や
か
な
ら
さ
り
し
秋
の
こ
と
な
と
さ
ら

ぬ
も
さ
ま
〳
〵
の
す
き
こ
と
ゝ
も
を
く
ま
な
く
い
ひ
あ
ら

は
し
給
て
は
て
〳
〵
は
あ
は
れ
な
る
世
を
い
ひ
〳
〵
て
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
一
一
ウ

ち
な
き
な
と
し
給
け
り

　

こ
れ
は
あ
ふ
ひ
の
う
へ
う
せ
給
ひ
て
後
源
氏
の
君

　

正
日
ま
て
い
み
に
こ
も
り
給
ひ
し
時
頭
中
将
お
は
し
て

　

源
氏
の
君
に
こ
し
か
た
の
す
き
こ
と
ゝ
も
を
い
ひ
な
く

　

さ
め
給
ひ
し
こ
と
也
彼
い
さ
よ
ひ
の
さ
や
か
な
ら
さ
り

　

し
と
は
二
月
十
六
日
の
夜
す
ゑ
つ
む
の
き
ん
の
音

　

き
ゝ
給
と
き
い
る
か
た
み
せ
ぬ
い
さ
よ
ひ
の
月
と
頭

　

中
将
よ
み
給
ひ
し
こ
と
な
り
秋
の
こ
と
な
と
ゝ
は
す
ゑ

　

つ
む
に
源
氏
の
君
あ
ひ
そ
め
給
へ
る
あ
し
た
朱
雀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
一
二
オ
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院
の
行
幸
の
こ
と
に
源
氏
の
方
へ
お
は
し
て
則
と
う

　

し
や
し
て
内
へ
ま
い
り
給
ふ
時
ね
ふ
た
け
に
源
氏
の

　

お
は
し
ま
し
け
る
を
た
ゝ
に
は
あ
ら
し
な
と
と
か
め
給

　

ひ
し
こ
と
な
り
こ
と
葉
ひ
と
つ
に
つ
ゝ
き
て
心
え
に
く

　

き
も
の
な
り

013
（
三
〇
九
⑥
）　

葵
３�

あ
な
い
と
を
し
お
は
お
と
ゝ
の
う
へ
な
い
た
う
か
ろ
め
給

ふ
そ
と
い
さ
め
給
も
の
か
ら

　

お
は
と
は
う
は
と
い
ふ
心
也
お
と
ゝ
は
殿
な
り
是
は

　

源
内
侍
か
こ
と
を
源
氏
の
君
頭
中
将
に
あ
ひ
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
一
二
ウ

　

給
へ
る
詞
也
源
内
侍
を
か
く
い
へ
る
こ
と
は
ら
う
女
な

　

れ
は
御
門
の
さ
れ
こ
と
に
お
ほ
せ
ら
る
ゝ
こ
と
あ
る
に

　

よ
り
唯
今
か
く
の
給
へ
り
此
こ
と
あ
さ
か
ほ
の
ま
き

　

に
み
え
た
り

014
（
三
一
一
⑨
）　

葵
４�

た
へ
ま
と
を
け
れ
と
さ
の
物
と
な
り
に
た
る
御
ふ
み
な

れ
は
と
か
な
く
て
御
ら
ん
せ
さ
す

　

こ
れ
は
あ
ふ
ひ
の
う
へ
う
せ
給
へ
る
比
源
氏
の
君
左
の
お

　

と
ゝ
の
方
に
て
よ
ろ
つ
も
の
あ
は
れ
な
る
比
斎
院
へ

　

わ
き
て
此
く
れ
こ
そ
袖
は
露
け
ゝ
れ
物
思
ふ
秋
は
あ
ま
た
へ
ぬ
れ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
一
三
オ

　

と
い
へ
る
其
時
の
ふ
み
を
さ
い
ゐ
ん
の
女
は
う
の
い
へ
る

　

こ
と
葉
也
た
え
ま
と
を
け
れ
と
ゝ
は
源
氏
の
君
斎

　

院
へ
久
敷
を
と
つ
れ
給
は
ぬ
こ
と
也
か
く
を
と
つ
れ

　

の
た
え
ぬ
れ
は
か
な
ら
す
れ
い
の
思
ひ
そ
め
し
こ
と

　

の
給
ふ
へ
き
と
思
ふ
に
此
お
り
は
あ
ふ
ひ
の
う
へ
の
な

　

け
き
に
其
事
は
の
給
は
し
折
節
あ
は
れ
な
る
こ

　

と
の
御
を
と
つ
れ
に
そ
あ
ら
ん
と
思
ひ
て
み
せ
た
て
ま

　

つ
る
よ
し
也
さ
の
も
の
と
い
ふ
こ
と
は
心
得
か
た
く
や

　

こ
れ
は
さ
し
す
せ
そ
の
五
い
ん
な
る
へ
し
大
か
た
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
一
三
ウ

　

上
に
そ
の
や
う
な
と
い
ふ
こ
と
を
さ
や
う
な
る
と
い
ふ

　

お
な
し
こ
と
は
也
そ
の
こ
と
く
さ
の
物
と
は
そ
の
こ
と
ゝ
い
ふ

　

儀
な
り
心
は
あ
ふ
ひ
の
う
へ
の
い
み
に
お
は
し
ま
せ
は
さ
う

　

〳
〵
し
き
心
を
な
く
さ
め
給
は
ん
と
て
ま
い
ら
せ
ら
る
ゝ

　

ふ
み
と
思
ふ
心
也
源
氏
の
君
の
ゑ
む
し
よ
を
は
さ
い
院

　

の
む
つ
か
し
か
ら
せ
給
ふ
ほ
と
に
さ
も
な
き
ふ
み
と
み
る

　

に
よ
り
と
か
な
く
と
は
い
へ
り

015
（
三
一
一
⑭
）　

葵
5�

お
ほ
う
ち
山
を
は
思
ひ
や
り
き
こ
え
な
か
ら
え
や
は
と
て

秋
き
り
に
立
を
く
れ
ぬ
と
聞
し
よ
り
し
く
る
ゝ
空
も
い
か
ゝ
と
そ
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
一
四
オ
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是
は
お
な
し
く
い
み
に
こ
も
り
給
ふ
比
さ
い
院
へ
わ
き
て

　

此
く
れ
こ
そ
袖
は
露
け
ゝ
れ
な
と
よ
み
て
ま
い
ら
せ
給

　

ひ
し
返
し
の
こ
と
は
也
大
内
山
を
お
も
ひ
や
り
き
こ
え

　

な
か
ら
と
い
へ
る
心
そ
の
こ
と
は
り
一
条
禅
閤
の
御
説

　

は
大
将
の
直
廬
た
い
り
な
れ
は
大
内
山
と
い
へ
り
と

　

あ
そ
は
さ
れ
た
り
又
の
説
宇
多
御
門
き
た
山
の

　

大
う
ち
山
に
ま
し
〳
〵
け
る
時
兼
輔
卿
ま
い
り
給
ひ

　

け
る
に
た
か
き
所
に
て
雲
の
立
の
ほ
り
け
る
さ
ま
も

　

の
さ
ひ
し
き
御
す
ま
ゐ
を
み
た
て
ま
つ
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
一
四
ウ

　

し
ら
雲
の
こ
ゝ
の
へ
に
た
つ
嶺
な
れ
は
大
う
ち
山
と
い
ふ
に
や
有
け
ん

　

と
よ
み
給
ひ
し
其
心
を
も
ち
て
源
氏
の
君
の
物
さ

　

ひ
し
く
こ
も
り
お
は
す
る
を
か
く
い
へ
り
と
い
ふ
義
あ

　

り
直
廬
を
さ
し
て
お
ほ
せ
ら
る
ゝ
も
い
か
ゝ
又
つ
き
の

　

説
も
あ
ま
り
も
と
め
た
る
事
に
や
又
の
説
た
ゝ
源

　

氏
の
君
は
う
ち
す
み
の
み
し
給
ふ
人
な
れ
は
大
内
山
を

　

と
よ
み
給
へ
る
に
や
さ
と
に
お
は
し
ま
す
お
り
な
と
の

　

ふ
ん
へ
つ
な
く
大
や
う
に
あ
そ
は
し
給
ふ
な
る
へ
し
と
云

〻

　

尤
か
ん
し
ん
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
一
五
オ

　
　
　

さ
か
木

016
（
三
三
六
④
）　

賢
木
１�

神
か
き
は
し
る
し
の
杉
も
な
き
物
を
い
か
に
ま
か
へ
て
お
れ
る
さ
か
き
そ

　

是
は
み
や
す
所
の
ゝ
み
や
に
お
は
し
ま
し
け
る
時
源
氏
の

　

君
な
か
月
七
日
は
か
り
に
尋
ま
し
〳
〵
て
の
給
ふ
へ
き
こ
と

　

の
は
も
か
き
り
な
け
れ
は
た
ゝ
い
さ
ゝ
か
さ
か
木
を
お
り

　

て
も
ち
給
へ
る
を
さ
し
入
て
か
は
ら
ぬ
色
を
し
る
へ
に

　

て
こ
そ
と
の
給
ひ
し
時
み
や
す
所
の
御
う
た
也
此
哥

　

さ
ら
に
き
こ
え
す
や
是
は
古
今
に

　

我
宿
は
三
輪
の
山
も
と
恋
し
く
は
と
ふ
ら
ひ
き
ま
せ
杉
た
て
る
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
一
五
ウ

　

と
明
神
の
御
哥
也
す
き
は
た
つ
ぬ
へ
き
し
る
し
の
心
也

　

今
の
哥
に
し
る
し
の
す
き
も
な
き
物
を
と
は
尋
給
ふ

　

へ
き
し
る
し
も
な
き
物
を
と
い
ふ
心
也
い
か
に
ま
か
へ
て
お

　

れ
る
さ
か
木
そ
と
は
さ
か
木
は
時
に
あ
た
り
て
源
氏

　

の
お
り
て
入
給
へ
れ
は
と
り
い
つ
る
ま
て
な
り
い
か
に

　

思
ひ
ま
か
へ
て
尋
給
そ
と
う
ら
み
い
へ
る
心
な
り
た
ゝ
し

　

か
く
の
こ
と
き
の
こ
と
は
り
其
身
の
所
好
に
よ
る
へ
き
か

017
（
三
四
〇
③
）　

賢
木
２�

十
六
に
て
故
宮
に
ま
い
り
廿
に
て
を
く
れ
た
て
ま
つ

り
今
卅
に
て
ま
た
こ
ゝ
の
へ
を
み
給
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
一
六
オ
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是
は
さ
い
く
う
伊
せ
に
く
た
り
給
ふ
時
に
し
川
よ
り
う
ち

　

へ
ま
い
り
給
ふ
と
き
御
や
す
所
も
ろ
と
も
に
ま
い
り
給
ふ

　

時
心
に
み
や
す
所
お
ほ
す
義
な
り
十
七
に
て
秋
こ
の
む

　

生
れ
給
ふ
今
卅
に
て
と
い
へ
は
あ
き
こ
の
む
は
十
四
な

　

る
へ
し
源
氏
の
君
は
廿
二
さ
い
な
り
朱
雀
院
の

　

立
坊
は
け
ん
し
の
君
四
才
の
時
な
り
し
か
ら
は
朱
雀

　

院
の
り
う
は
う
十
九
年
に
な
れ
り
故
先
坊
立
坊

　

は
る
か
の
む
か
し
た
る
へ
し
し
か
る
を
い
ま
十
七
に
て

　

故
宮
に
ま
い
る
な
と
い
へ
る
こ
と
お
ほ
き
に
さ
う
い
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
一
六
ウ

　

か
や
う
の
事
か
う
し
や
く
の
と
き
ふ
し
ん
の
と
も
か
ら

　

あ
ら
は
の
か
れ
か
た
き
も
の
也
し
よ
せ
ん
つ
く
り
物
語
な
れ

　

は
か
や
う
の
所
を
は
唯
此
巻
の
こ
と
く
に
な
し
て
こ
と
を
き

　

は
め
ん
と
せ
さ
ら
ん
や
可
然
侍
ら
ん
一
禅
の
御
ち
う
に

　

も
御
ふ
し
ん
は
み
え
侍
り
し
か
れ
と
も
ら
く
ち
や
く

　

を
は
お
ほ
せ
ら
れ
す
は
ゝ
か
り
な
か
ら
か
く
の
こ
と
く
大
や

　

う
に
て
や
し
か
る
へ
く
侍
ら
ん

018
（
三
六
九
①
）　

賢
木
3�

あ
を
馬
は
か
り
そ
ひ
き
か
へ
ぬ
物
に
て
女
は
う
な
と
の
み

け
る
所
せ
う
ま
い
り
つ
と
ひ
給
へ
る
に
か
ん
た
ち
め
な
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
一
七
オ

み
ち
を
よ
き
つ
ゝ
む
か
ひ
の
大
殿
に
つ
と
ひ
た
ま
ふ

　

む
か
ひ
の
大
殿
は
二
条
の
右
の
お
と
ゝ
の
御
所
な
り

　

い
ま
い
へ
る
は
藤
つ
ほ
の
三
条
の
宮
也
む
か
ひ
の
と
い
ふ

　

事
ふ
し
ん
な
り
一
禅
に
尋
申
侍
し
に
二
条
は
三
条

　

の
む
か
ひ
な
り
と
御
ち
う
あ
り
く
け
ん
の
義
に
あ

　

ら
す
さ
れ
と
も
花
鳥
の
外
な
れ
は
こ
ゝ
に
し
る
し
入

　

侍
り

　
　
　

花
ち
る
さ
と

019
（
三
八
八
⑦
）　

花
散
里
１�

御
せ
う
そ
こ
き
こ
ゆ
わ
か
や
か
な
る
け
し
き
と
も
あ
ま
た
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
一
七
ウ

て
お
ほ
め
く
な
る
へ
し

郭
公
か
た
ら
ふ
声
は
そ
れ
な
か
ら
あ
な
お
ほ
つ
か
な
五
月
雨
の
空

こ
と
さ
ら
に
た
と
る
と
み
れ
は
よ
し
〳
〵
う
へ
し
か
き
ね
も
と

て
い
つ
る
を
人
し
れ
ぬ
心
に
は
ね
た
く
も
あ
は
れ
に
も
思
ひ

け
り

　

こ
れ
は
源
氏
の
君
花
ち
る
里
へ
お
は
し
ま
し
け
る
お
り

　

中
川
の
ほ
と
り
に
か
ね
て
忍
ひ
て
か
よ
ひ
給
ひ
し
所

　

そ
と
見
給
て

　

お
ち
か
へ
り
え
そ
忍
は
れ
ぬ
時
鳥
ほ
の
か
た
ら
ひ
し
宿
の
か
き
ね
に
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
一
八
オ
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の
給
ひ
し
返
し
也
こ
れ
み
つ
こ
と
さ
ら
に
う
へ
し
か
き

　

ね
も
と
て
い
つ
る
引
哥
に

　

花
ち
り
し
庭
の
木
の
葉
も
し
け
り
あ
ひ
て
う
へ
し
か
き
ね
も
み
え
す
そ
有
け
る

　

と
い
ふ
哥
を
と
り
い
て
ゝ
い
へ
り
こ
れ
は
こ
と
さ
ら
に
た
と

　

る
と
み
れ
と
こ
れ
み
つ
か
思
は
は
や
源
氏
の
君
に
心
の

　

か
は
り
た
て
ま
つ
り
け
る
と
思
ふ
心
に
て
う
へ
し
か
き

　

ね
も
そ
れ
と
も
み
え
ね
は
よ
し
さ
ら
は
と
お
も
ひ
す
へ

　

る
や
う
の
心
に
か
な
ふ
へ
き
に
や

　
　
　

す
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
一
八
ウ

020
（
四
二
六
⑪
）　

須
磨
１�

む
ま
や
の
お
さ
に
く
し
と
ら
す
る
人
も
あ
り
け
る
を
ま
し
て

お
ち
と
ま
り
ぬ
へ
く
な
ん
思
ひ
け
る

　

駅
長
莫
驚
時
変
改
一
栄
一
落
是
春
秋

　

馬
屋
の
お
さ
に
く
し
と
ら
す
る
と
は
櫛
に
あ
ら
す
こ
と

　

つ
て
な
る
へ
し
菅
丞
相
な
か
さ
れ
給
ひ
し
時
あ
か
し

　

に
て
駅
長
な
け
き
た
て
ま
つ
り
し
時
此
詩
を
つ
く

　

り
給
へ
り
く
し
は
口
つ
か
ら
の
詩
也
今
大
貮
の
方
の

　

も
の
し
を
つ
く
る
に
は
侍
ら
ね
と
あ
は
れ
な
る
こ
と

　

つ
て
な
と
の
有
を
な
す
ら
へ
て
く
し
と
い
ふ
に
や
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
一
九
オ

　

し
て
お
ち
と
ま
り
ぬ
へ
く
な
ん
お
も
ひ
け
る
と
は
五
せ
ち

　

の
君
は
源
氏
の
御
思
ひ
人
な
り
し
か
は
此
う
ら
に
も
と

　

ま
ら
ま
ほ
し
き
心
に
こ
そ

021
（
四
二
八
⑭
）　

須
磨
２�

い
り
か
た
の
月
か
け
す
こ
く
み
ゆ
る
に
た
ゝ
こ
れ
に
し
に
行

な
と
ひ
と
り
こ
ち
給
ひ
て
い
つ
か
た
の
雲
ち
に
我
も
ま

と
ひ
け
ん
な
と
よ
み
給
へ
り

　

た
ゝ
こ
れ
に
し
に
と
は
是
も
お
な
し
御
作
河
海
に
み
ゆ

　

自
然
の
理
也
月
の
西
へ
め
く
る
も
我
身
の
西
都
へ

　

お
も
む
き
給
ふ
も
か
は
る
こ
と
な
き
理
に
や
其
心
を
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
一
九
ウ

　

ち
て
源
氏
の
君
も
此
し
を
ゑ
い
し
て
心
を
の
へ
給
へ
る
と

　

や
い
ふ
へ
か
ら
ん

022
（
四
三
三
⑪
）　

須
磨
3�

古
里
を
い
つ
れ
の
春
か
行
て
み
ん
う
ら
や
ま
し
き
は
か
へ
る
か
り
か
ね

さ
い
し
や
う
さ
ら
に
立
い
て
ん
心
ち
せ
て

あ
か
な
く
に
か
り
の
と
こ
世
を
立
わ
か
れ
花
の
都
に
み
ち
や
ま
と
は
ん

　

お
り
し
も
春
の
空
な
れ
は
わ
か
る
ゝ
か
り
に
よ
そ
へ

　

て
源
氏
の
君
の
哥
の
侍
れ
は
又
さ
い
し
や
う
の
哥
は
我

　

み
や
こ
へ
行
身
な
れ
は
か
り
を
我
身
に
な
す
ら
ふ
に
よ

　

り
て
こ
ゝ
を
わ
か
る
れ
は
や
か
て
と
こ
世
と
い
ひ
な
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
二
〇
オ
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あ
か
し

023
（
四
四
七
⑪
）　

明
石
１�

君
は
思
召
ま
は
す
に
夢
う
つ
ゝ
さ
ま
〳
〵
し
つ
か
な
ら
す
さ

と
し
の
や
う
な
る
こ
と
ゝ
も
を
き
し
か
た
ゆ
く
す
ゑ
の
こ

ら
す
お
ほ
し
あ
は
せ
て
世
の
人
の
き
ゝ
つ
た
へ
ん
後
の

そ
し
り
や
す
か
ら
さ
る
へ
き
を
は
ゝ
か
り
て
ま
こ
と
の
神
の

た
す
け
に
も
あ
ら
ん
を
そ
む
く
物
な
ら
は
又
是
よ
り
ま
さ

り
て
人
わ
ら
は
れ
な
る
め
を
や
み
ん
う
つ
ゝ
の
人
の
心
た
に

猶
く
る
し
は
か
な
き
こ
と
を
も
か
つ
見
つ
ゝ
我
よ
り
よ
は

ひ
ま
さ
り
も
し
は
く
ら
ゐ
た
か
く
時
代
の
お
ほ
え
い
ま
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
二
〇
ウ

き
は
ま
さ
る
人
に
は
な
ひ
き
し
た
か
ひ
て
そ
の
心
む
け
を

た
と
る
へ
き
成
け
り
し
り
そ
き
て
と
か
な
し
と
こ
そ
む
か
し

の
さ
か
し
き
人
も
い
ひ
を
き
け
れ
け
に
か
く
命
を
き
は
め

世
に
ま
た
な
き
め
の
か
き
り
を
み
つ
く
し
つ
さ
ら
に
の

ち
の
あ
と
の
名
を
は
ふ
く
と
て
も
た
け
き
こ
と
も
あ
ら
し

夢
の
う
ち
に
も
ち
ゝ
み
か
と
の
御
を
し
へ
有
つ
れ
は
又
何

事
を
か
う
た
か
は
ん
と
お
ほ
し
て

　

一
禅
の
御
註
に
は
う
つ
ゝ
さ
ま
に
と
は
世
の
つ
ね
さ
ま
也

　

な
を
さ
り
の
よ
の
つ
ね
の
人
な
り
と
も
神
の
た
す
け
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
二
一
オ

　

そ
む
か
ん
は
く
る
し
か
る
へ
し
い
は
ん
や
我
身
の
有
様
は
か

　

な
き
こ
と
ゝ
も
を
見
あ
つ
め
た
る
こ
と
に
な
り
て
は
世

　

に
し
た
か
ふ
へ
き
は
よ
か
ら
ん
と
也
是
は
我
身
を
よ
の

　

つ
ね
の
人
に
て
も
な
き
身
そ
と
の
御
註
な
り
も
つ

　

と
も
を
も
し
ろ
く
や
た
ゝ
し
師
説
は
う
つ
ゝ
の
人
の
心
た

　

に
な
を
く
る
し
と
は
大
方
の
人
の
い
は
ん
こ
と
た
に
そ
む

　

か
ん
は
く
る
し
か
る
へ
し
ま
し
て
誠
の
神
の
た
す
け

　

に
も
あ
ら
ん
を
そ
む
き
な
は
あ
し
か
ら
ん
と
お
ほ
し
と
る

　

心
な
り
時
代
の
よ
せ
い
一
き
は
ま
さ
る
人
に
は
と
は
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
二
一
ウ

　

石
の
入
道
の
か
し
こ
き
人
に
て
申
事
を
心
に
こ
め
て

　

お
ほ
す
義
也
し
り
そ
か
さ
れ
は
と
か
あ
り
と
い
ふ
ほ
ん

　

も
ん
あ
り
ま
つ
入
道
の
み
ち
ひ
く
に
ま
か
せ
て
彼

　

う
ら
に
う
つ
り
い
よ
〳
〵
朝
家
を
う
や
ま
ふ
へ
き
の

　

御
心
に
や
侍
ら
ん

024
（
四
六
〇
③
）　

明
石
2�

思
ふ
ら
ん
心
の
ほ
と
や
や
よ
い
か
に
ま
た
み
ぬ
人
の
き
ゝ
か
な
や
ま
ん

　

此
哥
は
あ
か
し
の
う
へ
に
源
氏
の
君
文
つ
か
は
し
給
ひ
し
に

　

返
事
な
か
り
し
後
か
さ
ね
て

い
ふ
せ
く
も
心
に
物
を
思
ふ
か
な
や
よ
や
い
か
に
と
と
ふ
人
も
な
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
二
二
オ
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と
よ
み
て
つ
か
は
し
給
ひ
し
時
あ
か
し
の
う
へ
の
返
し
哥
也

　

此
う
た
の
心
そ
の
こ
と
は
り
き
こ
え
す
お
も
ふ
ら
ん
心
の
程

　

や
や
よ
い
か
に
此
か
み
の
句
は
か
く
数
な
ら
ぬ
身
に
か
ゝ

　

る
御
せ
う
そ
こ
の
あ
る
を
う
た
か
ひ
て
思
ふ
ら
ん
心
の

　

ほ
と
や
や
よ
い
か
に
と
い
へ
り
ま
た
み
ぬ
人
の
き
ゝ
か
な

　

や
ま
ん
と
は
よ
そ
人
も
こ
れ
を
き
か
は
入
道
の
む
す
め

　

に
か
ゝ
る
文
な
と
の
あ
る
は
有
ま
し
き
事
に
も
と
人
も

　

や
き
ゝ
な
や
ま
ん
と
い
ふ
心
に
や
侍
ら
ん
又
源
氏
の
君

　

の
心
に
も
の
を
な
や
む
か
な
と
あ
そ
は
し
た
る
を
う
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
二
二
ウ

　

ま
た
み
給
は
ぬ
人
の
き
ゝ
な
や
み
給
は
ん
こ
と
を
さ
も

　

あ
ら
し
な
と
お
ほ
め
き
た
る
返
事
に
や
と
云

〻

025
（
四
七
七
⑦
）　

明
石
3�

明
石
に
は
か
へ
る
な
み
に
つ
け
て
御
文
つ
か
は
す

な
け
き
つ
ゝ
あ
か
し
の
浦
の
朝
霧
の
た
つ
や
と
人
を
思
ひ
や
る
か
な

　

此
哥
の
心
は
源
氏
の
君
あ
か
し
よ
り
船
に
て
の
ほ
り

　

給
ひ
し
か
は
明
石
の
う
へ
は
る
か
に
な
か
め
を
く
り
て
心

　

の
う
ち
を
お
ほ
し
や
る
哥
也
人
丸
か
島
か
く
れ
行
舟
を

　

し
そ
思
ふ
と
よ
め
る
哥
は
明
石
の
う
ら
に
し
て
思
ふ

　

人
の
こ
き
い
て
し
な
こ
り
を
し
た
ふ
哥
な
れ
は
明
石
の
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
二
三
オ

　

唯
今
の
心
人
丸
か
心
と
ひ
と
し
か
る
へ
き
を
お
も
へ
る
心
に

　

や
た
つ
や
と
人
を
と
は
折
ふ
し
秋
の
な
か
は
の
わ
か
れ

　

ち
な
れ
は
あ
さ
き
り
も
立
へ
き
比
に
て
あ
か
し
の

　

う
へ
の
な
か
む
ら
ん
お
り
ふ
し
さ
こ
そ
と
お
ほ
す
心

　

な
る
へ
し

　
　
　

ゑ
合

026
（
五
六
四
⑩
）　

絵
合
１�

此
人
〻
の
と
り
〳
〵
に
ろ
ん
す
る
を
き
こ
し
め
し
て
左

右
と
わ
か
せ
た
ま
ふ

　

一
禅
の
御
説
ゑ
合
は
二
度
あ
り
は
し
め
は
先
梅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
二
三
ウ

　

つ
ほ
の
御
か
た
に
て
う
ち
の
御
ゑ
に
あ
は
せ
給
へ
り
後

　

の
は
御
殿
に
て
梅
つ
ほ
の
女
御
と
こ
き
て
ん
の
女
御

　

の
御
ゑ
に
あ
は
せ
給
ふ
也
此
御
ち
う
さ
う
い
あ
る

　

へ
か
ら
す
た
ゝ
し
う
ち
の
御
ゑ
と
み
え
た
る
所
お
ほ

　

つ
か
な
し
う
ち
の
御
ゑ
な
ら
は
み
き
に
は
い
か
ゝ
な
さ
る

　

へ
き
や
是
又
お
ほ
つ
か
な
し
い
か
ん
後
の
ゑ
あ
は
せ
は

　

ま
き
れ
な
し
此
比
は
源
氏
廿
九
さ
い
の
比
か
い

　

せ
ん
の
ゑ
合
も
う
ち
〳
〵
の
儀
な
か
ら
梅
つ
ほ
と

　

こ
き
て
ん
の
女
御
の
御
ゑ
を
う
す
雲
の
女
院
の
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
二
四
オ
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方
な
と
に
て
あ
は
せ
ら
れ
け
る
と
や
い
ふ
へ
か
ら
ん

　
　
　

松
風

027
（
五
八
五
⑫
）　

松
風
１�

し
は
し
か
ゝ
る
山
か
つ
の
心
を
み
た
り
給
は
か
り
の
御
ち
き

り
こ
そ
は
あ
り
け
め
天
に
む
ま
る
ゝ
人
の
あ
や
し
き
三

の
み
ち
に
か
へ
ら
ん
一
時
に
お
も
ひ
な
す
ら
へ
て
け
ふ
な

か
く
わ
か
れ
た
て
ま
つ
り
ぬ

　

此
事
ま
こ
と
に
こ
と
は
り
お
ほ
つ
か
な
し
天
に
生

　

人
も
先
生
な
と
は
三
つ
に
ま
よ
ふ
人
の
し
せ
ん
に
天

　

上
に
む
ま
る
ゝ
こ
と
も
あ
る
へ
き
か
そ
れ
も
又
三
途

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
二
四
ウ

　

に
か
へ
る
こ
と
も
あ
る
へ
く
や
一
時
と
い
へ
る
は
其

　

き
さ
み
の
こ
と
な
ら
ん
か
た
と
へ
は
あ
か
し
の
う
へ
を
先

　

天
人
に
な
す
ら
へ
て
明
石
の
あ
ま
の
腹
に
や
と
る
を

　

三
の
み
ち
に
か
へ
る
時
に
な
す
ら
へ
い
へ
る
に
や
又

　

天
上
に
の
ほ
る
こ
と
も
あ
る
へ
き
の
心
を
都
へ
か
へ

　

る
に
な
す
ら
へ
て
な
か
く
こ
ゝ
を
は
な
る
ゝ
理
に

　

あ
た
る
へ
き
か
か
く
や
ひ
め
は
月
中
の
天
人
な
り

　

し
か
と
か
り
に
此
世
界
に
き
た
り
て
竹
と
り
の

　

子
と
な
り
し
か
と
八
月
十
五
夜
の
月
に
乗
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
二
五
オ

　

て
な
か
く
竹
と
り
か
家
を
は
な
れ
し
こ
と
な
ん
と
に

　

な
す
ら
へ
て
み
侍
る
へ
く
や

028
（
五
九
四
③
）　

松
風
2�

こ
よ
な
し
や
わ
れ
も
思
ひ
な
き
に
し
も
あ
ら
さ
り
し
を

な
ん
と
あ
さ
ま
し
う
お
ほ
ゆ
れ
と
い
ま
さ
ら
に
と
う

ち
け
さ
や
き
て
ま
い
り
ぬ

　

是
は
右
近
丞
の
蔵
人
源
氏
の
君
き
京
の
ゝ
ち
ゆ

　

け
い
の
せ
う
に
て
か
う
ふ
り
給
へ
る
か
源
氏
の
君
明

　

石
の
う
へ
の
ほ
り
て
は
し
め
て
大
井
へ
お
は
し
ま
し
け

　

る
時
の
御
と
も
に
て
ま
い
れ
る
か
御
帰
り
の
と
き
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
二
五
ウ

　

は
か
し
と
り
に
ま
い
れ
る
か
あ
か
し
の
う
へ
の
女
は
う
に

　

い
ろ
〳
〵
の
こ
と
な
と
語
て
立
出
る
時
心
の
う
ち
に

　

お
も
ふ
こ
と
な
り
こ
よ
な
し
と
は
明
石
上
は
よ
し
き
よ

　

か
心
を
か
け
て
い
ひ
し
人
な
る
を
源
氏
の
御
子
を

　

さ
へ
ま
う
け
て
あ
か
し
よ
り
の
ほ
り
そ
の
さ
ま
の
か

　

き
り
な
き
い
き
ほ
ひ
の
あ
る
を
み
て
思
へ
る
心
也
こ
よ

　

な
し
や
と
は
其
身
の
く
は
ほ
う
を
ほ
め
た
る
心
也
我

　

も
思
ひ
な
き
に
し
も
あ
ら
さ
り
し
と
は
よ
し
き

　

よ
か
心
か
け
し
こ
と
を
き
ゝ
て
お
と
こ
の
心
な
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
二
六
オ
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我
も
そ
の
思
ひ
あ
り
し
こ
と
を
い
ま
思
ひ
い
て
た
る

　

義
也
こ
れ
を
よ
し
き
よ
と
花
鳥
に
あ
そ
は
さ
れ
た

　

る
は
も
し
お
ほ
し
め
し
た
か
へ
け
る
に
や

　
　
　

う
す
雲

029
（
六
二
九
⑬
）　

薄
雲
１�

こ
れ
は
い
と
に
け
な
き
こ
と
也
お
そ
ろ
し
う
つ
み
ふ
か
き

か
た
は
お
ほ
う
ま
さ
り
け
め
と
い
に
し
へ
の
す
き
は
思
ひ

や
り
す
く
な
き
ほ
と
の
あ
や
ま
ち
に
仏
神
も
ゆ
る
し

給
け
ん
と
お
ほ
し
さ
ま
す
も
な
を
此
み
ち
は
う
し
ろ
や
す

く
ふ
か
き
か
た
の
ま
さ
り
け
る
か
な
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
二
六
ウ

　

是
は
秋
こ
の
む
中
宮
六
条
院
の
御
方
に
お
は
し
ま

　

す
時
源
氏
の
君
ま
い
り
給
ひ
て
思
ひ
か
く
る
す
ち

　

の
事
な
と
ほ
の
聞
え
給
ひ
し
時
の
こ
と
也
こ
れ
は

　

い
と
に
け
な
き
こ
と
な
り
と
は
す
て
に
時
の
み
か
と

　

の
中
宮
に
て
お
は
し
ま
せ
は
な
り
つ
み
ふ
か
き
方

　

は
お
ほ
ふ
ま
さ
り
け
め
と
ゝ
は
ち
ゝ
み
か
と
の
時
う
す

　

雲
の
女
院
に
忍
ひ
か
よ
ひ
給
ひ
し
こ
と
也
さ
れ

　

は
お
そ
ろ
し
さ
も
ま
さ
る
へ
け
れ
と
年
わ
か
き
時
の

　

と
か
は
神
仏
も
ゆ
る
し
給
ひ
け
る
や
の
心
也
う
し
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
二
七
オ

　

や
す
く
ふ
か
き
か
た
の
ま
さ
る
と
は
年
を
へ
て
え
ん
り

　

よ
な
と
出
き
ぬ
る
と
也

　
　
　

あ
さ
か
ほ

030
（
六
四
九
⑤
）　

朝
顔
１�

い
ひ
こ
し
ほ
と
に
な
ん
と
き
こ
え
か
ゝ
る
ま
は
ゆ
さ
よ
い

ま
し
も
来
ん
老
の
や
う
に
な
と
ほ
ゝ
ゑ
ま
れ
給
ふ

　

身
を
う
し
と
い
ひ
こ
し
程
に
今
は
ま
た
人
の
う
へ
に
も
な
け
く
へ
き
か
な

　

此
哥
の
心
は
我
身
の
や
う
〳
〵
お
ひ
と
な
る
こ
と
を

　

な
け
き
こ
し
に
そ
の
比
わ
か
ゝ
り
し
人
の
又
こ
の
比
老

　

と
な
る
を
み
て
人
の
う
へ
と
も
な
り
に
け
る
か
な
と
源

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
二
七
ウ

　

内
侍
か
い
へ
る
也
是
を
源
氏
の
君
き
ゝ
給
ひ
て
人
の

　

身
の
お
ひ
ぬ
る
こ
と
の
程
な
さ
は
世
の
さ
か
に
て
侍
を
源

　

な
い
し
か
今
し
も
き
た
る
お
ひ
の
や
う
に
い
へ
る
を
は
か

　

な
く
思
ひ
給
ふ
心
な
り
お
よ
そ
此
哥
の
心
を
い
ま

　

内
侍
か
い
へ
る
さ
し
あ
た
り
て
も
心
え
か
た
き
事
也

　
　
　

玉
か
つ
ら

031
（
七
二
六
⑩
）　

玉
鬘
１�

君
に
も
し
心
た
か
は
ゝ
松
ら
な
る
か
ゝ
み
の
神
を
か
け
て
ち
か
は
ん

　

是
は
大
夫
の
け
ん
か
せ
う
に
の
北
の
か
た
の
所
に
き
た

　

り
て
玉
か
つ
ら
の
君
の
こ
と
を
思
ひ
か
け
て
よ
め
る
哥
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
二
八
オ
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お
は
君
の
返
し

032
（
七
二
六
⑭
）　

玉
鬘
2�

年
を
へ
て
い
の
る
心
の
た
か
ひ
な
は
か
ゝ
み
の
神
を
つ
ら
し
と
や
み
ん

　

よ
め
る
心
は
年
月
此
玉
か
つ
ら
の
事
を
い
か
に
も
し
て

　

都
に
の
ほ
せ
た
て
ま
つ
り
父
お
と
ゝ
に
も
み
せ
た
て
ま

　

つ
り
又
し
か
る
へ
き
人
に
も
あ
は
せ
た
て
ま
つ
ら
ん
事

　

を
い
の
り
こ
し
に
そ
の
心
の
た
か
ひ
な
は
神
を
つ
ら
し

　

と
思
は
ん
と
い
ふ
心
也
な
に
と
な
く
か
く
よ
め
る
を
け
ん

　

か
心
に
我
に
あ
は
せ
し
と
す
る
こ
と
そ
と
き
ゝ
て
い
み

　

し
う
い
か
り
て
お
は
君
に
と
り
か
ゝ
ら
ん
と
し
け
る
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
二
八
ウ

　

と
に
む
す
め
と
も
此
哥
の
こ
と
は
り
を
つ
け
か
へ
て
け

　

む
に
い
ひ
き
か
せ
け
る
也
そ
の
心
は
此
姫
君
か
た
わ
の

　

あ
る
よ
し
か
ね
て
い
ひ
ち
ら
し
て
を
き
け
る
こ
と
を
た

　

よ
り
に
し
て
い
へ
り
そ
の
心
は
い
か
や
う
な
る
よ
き
え
ん

　

に
も
な
ん
と
と
し
を
へ
て
神
仏
に
い
の
り
こ
し
に
大
夫

　

監
の
か
く
心
か
け
給
ふ
は
う
れ
し
き
事
な
る
を
此
ひ
め

　

君
の
人
に
み
え
給
ふ
へ
き
や
う
も
な
き
こ
と
の
あ
る
を
き

　

こ
え
ひ
か
め
て
よ
め
る
よ
し
を
い
ひ
き
か
す
也

033
（
七
三
一
③
）　

玉
鬘
３�

仏
の
御
な
か
に
は
つ
せ
な
ん
日
の
も
と
の
う
ち
に
あ
ら
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
二
九
オ

な
る
し
る
し
あ
ら
は
し
給
ふ
と
も
ろ
こ
し
に
た
に
き
こ

え
あ
な
り
ま
し
て
我
国
の
う
ち
に
こ
そ
と
を
き
国
の
さ

か
ひ
と
て
も
と
し
へ
給
へ
れ
は
わ
か
君
を
は
ま
し
て
め
く
み
給

て
ん
と
て
い
た
し
た
て
ま
つ
る

　

此
こ
と
葉
の
う
ち
ま
し
て
我
国
の
う
ち
に
こ
そ
と
は
日

　

本
の
心
也
と
を
き
国
の
さ
か
ひ
と
て
も
お
な
し
日
の
も

　

と
に
お
は
し
ま
せ
は
わ
か
君
お
は
し
ま
し
て
め
く
み
給

　

て
ん
と
い
へ
り
と
し
へ
給
へ
れ
は
と
い
ふ
う
ち
に
か
な
し
ひ

　

を
つ
く
す
や
う
の
心
あ
る
へ
き
か
又
そ
の
あ
い
た
に
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
二
九
ウ

　

は
ん
を
ん
を
た
の
み
た
て
ま
つ
る
心
も
あ
る
へ
し
さ
れ

　

は
我
君
を
は
ま
し
て
め
く
み
給
は
ん
と
い
ふ
に
や
河

　

海
に
は
つ
せ
は
房
前
卿
の
ち
か
ら
に
て
こ
ん
り
う
あ

　

れ
は
と
い
へ
り
そ
れ
な
ら
て
も
こ
と
は
り
侍
る
へ
き
に
や

　
　
　

は
つ
ね

034
（
七
七
五
⑪
）　

初
音
１�

れ
い
の
わ
た
か
つ
き
わ
た
り
て
ま
か
て
ぬ
夜
あ
け
は
て

ぬ
れ
は
御
か
た
〳
〵
か
へ
り
わ
た
り
給
ひ
ぬ

　

是
は
踏
歌
の
人
六
条
院
へ
も
ま
い
り
し
時
御
か
た
〳
〵

　

も
の
み
給
ひ
け
る
よ
さ
う
の
た
い
わ
た
殿
な
と
に
御
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
三
〇
オ
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ほ
ね
し
つ
ゝ
お
は
す
に
し
の
た
い
の
姫
君
は
し
ん
て
ん

　

の
み
な
み
の
御
か
た
に
わ
た
り
給
て
こ
な
た
の
姫
君

　

に
御
た
い
め
ん
あ
り
け
り
あ
け
ぬ
れ
は
か
へ
り
わ
た
り
給
ふ

　

と
は
物
み
は
て
ゝ
の
事
也

035
（
七
七
六
⑥
）　

初
音
2�

こ
の
す
ゑ
に
人
〻
こ
な
た
へ
つ
と
ひ
給
へ
る
つ
ゐ
て
に
い

か
て
物
の
音
心
み
て
し
か
な
わ
た
く
し
の
後
宴
あ
る
へ
し

と
の
給
て
御
こ
と
ゝ
も
の
う
る
は
し
き
ふ
く
ろ
と
も
し
て
ひ

め
を
か
せ
給
へ
る
み
な
ひ
き
い
て
ゝ

　

つ
と
ひ
給
へ
る
つ
い
て
に
も
の
ゝ
音
心
み
て
し
か
な
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
三
〇
ウ

　

あ
る
に
よ
り
い
せ
ん
か
へ
り
給
ふ
と
い
ふ
こ
と
ふ
し
ん
な
り

　

た
ゝ
大
方
に
そ
れ
よ
り
思
ひ
立
給
て
女
か
く
の
事

　

有
け
る
と
み
侍
れ
は
こ
と
な
る
ふ
し
ん
な
き
に
や

　

此
も
の
見
の
た
よ
り
よ
り
御
ち
な
み
も
む
つ
ま
し
く
な
り

　

け
る
に
や

　
　
　

こ
て
ふ

036
（
七
八
一
①
）　

胡
蝶
１�

春
の
お
ま
へ
の
有
様
つ
ね
よ
り
こ
と
に
つ
く
し
て
に
ほ
ふ

花
の
色
と
り
の
こ
ゑ
ほ
か
の
里
に
は
ま
た
ふ
り
ぬ
に
や

と
め
つ
ら
し
う
み
え
き
こ
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
三
一
オ

　

か
く
い
へ
る
は
む
ら
さ
き
の
う
へ
の
御
か
た
の
事
也
ほ
か
の
里

　

に
は
ま
た
ふ
り
ぬ
に
や
と
い
ふ
こ
と
は
こ
ゝ
は
は
や
ふ
り

　

た
る
と
い
ふ
や
う
に
き
こ
ゆ
是
ま
た
ふ
し
ん
な
き
に

　

あ
ら
す
た
ゝ
外
の
里
に
は
あ
ま
ね
か
ら
ぬ
に
や
と
い

　

へ
る
心
な
る
へ
し
然
は
春
の
お
と
ゝ
に
よ
ろ
つ
の
い

　

ろ
ふ
し
と
ゝ
の
ふ
心
侍
る
へ
き
也

037
（
七
八
二
⑫
）　

胡
蝶
2�

風
ふ
け
は
浪
の
花
さ
へ
い
ろ
み
え
て
こ
や
な
に
た
て
る
山
ふ
き
の
さ
き

　

此
山
ふ
き
の
さ
き
と
い
へ
る
ふ
し
ん
の
方
あ
り
名
所

　

な
と
に
は
み
え
す
こ
そ
こ
し
ま
か
さ
き
山
ふ
き
の
花
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
三
一
ウ

　

と
ゝ
よ
め
る
も
侍
れ
は
山
ふ
き
の
さ
き
と
も
い
ひ
や

　

侍
ら
ん
た
ゝ
し
ま
た
名
所
に
や

038
（
七
八
五
④
）　

胡
蝶
3�

お
な
し
か
さ
し
を
た
て
ま
つ
れ
給
ふ

　

一
禅
の
御
注
に
は
兵
部
卿
は
れ
ん
し
に
お
は
し
ま
せ
は
お

　

な
し
か
さ
し
と
の
た
ま
ふ
也
た
ゝ
し
い
た
う
空
み
た
れ
し

　

て
藤
花
を
か
さ
し
て
な
よ
ひ
さ
う
と
き
給
ふ
と
あ
り

　

そ
の
お
な
し
花
を
た
よ
り
に
て
お
と
ゝ
の
君
に
さ
か

　

つ
き
た
て
ま
つ
り
給
へ
る
に
や

　
　
　

か
ゝ
り
火

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
三
二
オ
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039
（
八
五
七
⑫
）　

篝
火
１�

こ
よ
ひ
は
さ
か
つ
き
な
と
心
し
て
を
と
さ
か
り
す
き
た
る

人
は
ゑ
ひ
な
き
の
つ
い
て
に
忍
は
ぬ
こ
と
も
こ
そ
と
の
給
へ

は
姫
君
も
け
に
あ
は
れ
と
き
ゝ
給
ふ

　

是
は
玉
か
つ
ら
の
か
た
に
源
氏
の
君
お
は
し
た
る
お
り

　

姫
君
の
は
ら
か
ら
頭
中
将
弁
い
け
三
人
ふ
え
ふ
き

　

な
と
し
給
へ
る
を
よ
ひ
給
ひ
て
物
語
な
と
せ
さ
せ

　

給
ふ
時
の
事
也
ま
た
此
姫
君
を
わ
か
は
ら
か
ら
と
も

　

此
三
人
は
し
り
給
は
ぬ
を
源
氏
の
君
ゑ
ひ
な
き
の
つ

　

ゐ
て
に
忍
は
ぬ
こ
と
も
こ
そ
と
の
給
へ
は
あ
は
れ
此
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
三
二
ウ

　

て
に
う
ち
も
い
て
給
へ
か
し
と
ひ
め
君
の
お
ほ
す
心
を

　

あ
は
れ
と
き
ゝ
給
と
か
け
り
下
の
詞
に
も
た
え
せ
ぬ
中

　

の
御
ち
き
り
を
ろ
か
な
る
ま
し
き
物
な
れ
は
に
や
此

　

君
た
ち
を
め
に
も
み
ゝ
に
も
と
ゝ
め
給
へ
り
と
い
へ
り

　
　
　

野
わ
き

040
（
八
七
七
⑥
）　

野
分
１�

み
つ
し
に
よ
り
て
か
み
一
ま
き
御
硯
の
ふ
た
に
と
り
を

ろ
し
て
た
て
ま
つ
れ
は
か
た
は
ら
い
た
し
と
の
給
へ
と
き
た

の
お
と
ゝ
の
お
ほ
え
を
思
ふ
に
す
こ
し
な
の
め
な
る
心
ち
し

て
ふ
み
か
き
給
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
三
三
オ

　

こ
れ
は
の
わ
き
の
あ
し
た
明
石
の
ひ
め
君
の
か
た
に

　

夕
き
り
の
君
お
は
し
た
る
つ
ゐ
て
に
ふ
み
か
き
給
て

　

む
と
て
こ
ひ
給
へ
る
に
と
り
い
て
た
る
を
い
な
こ
れ
は

　

か
た
は
ら
い
た
し
と
は
ひ
け
の
心
也
さ
れ
と
明
石
の

　

う
へ
の
是
を
き
ゝ
て
い
た
し
た
る
か
み
に
か
き
給
は
す

　

は
ふ
み
や
り
給
か
た
の
人
さ
せ
る
人
に
て
も
な
き
や
と

　

お
ほ
さ
ん
と
お
ほ
す
心
也
北
の
お
と
ゝ
は
あ
か
し
の
う
へ

　

の
お
は
す
る
か
た
な
り
又
い
は
く
か
た
は
ら
い
た
し
と

　

は
す
こ
し
れ
い
き
の
心
也
さ
れ
と
も
あ
か
し
の
う
へ
の
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
三
三
ウ

　

と
を
お
ほ
す
に
な
の
め
に
お
も
ひ
な
し
て
あ
そ
は

　

し
け
る
に
や

041
（
八
七
七
⑬
）　

野
分
2�

か
た
の
ゝ
少
将
は
か
み
の
色
に
こ
そ
と
ゝ
の
へ
侍
り
け
れ
と

き
こ
ゆ
さ
は
か
り
の
い
ろ
も
お
も
ひ
わ
か
さ
り
け
り
や
い
つ

こ
の
の
へ
の
ほ
と
り
の
花
よ
な
ん
と
か
や
う
の
人
〻
に
も

こ
と
す
く
な
に
み
え
て

　

か
た
の
ゝ
少
将
と
は
は
ゝ
き
木
の
巻
に
い
へ
る
人
な
り

　

か
み
の
い
ろ
に
と
ゝ
の
ふ
る
と
は
ふ
み
つ
く
へ
き
木
草

　

い
つ
れ
も
か
み
の
い
ろ
な
る
花
に
て
も
何
に
て
も
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
三
四
オ
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く
へ
き
こ
と
ゝ
み
ゆ
さ
は
か
り
の
色
も
思
ひ
わ
か
さ
り

　

け
り
や
と
は
我
身
の
卑
下
な
り
い
つ
く
の
野
へ
の

　

花
よ
と
は
い
か
な
る
に
つ
く
へ
き
や
と
か
へ
り
て
い
ひ
給
へ

　

る
心
に
や
一
禅
の
御
ち
う
に
は
い
つ
く
の
の
へ
の

　

ほ
と
り
に
て
有
し
や
ら
ん
か
ゝ
る
色
し
た
る
花

　

は
あ
り
し
と
は
お
ほ
め
き
こ
た
へ
給
へ
る
な
り
夕
き

　

り
の
心
に
は
か
な
ら
す
し
も
し
か
る
へ
か
ら
す
な
に
ゝ

　

て
も
そ
の
時
に
し
た
か
ひ
た
る
花
に
つ
く
へ
き
と

　

思
ひ
給
へ
る
に
や
と
侍
り
い
か
ゝ
侍
る
へ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
三
四
ウ

　
　
　

ふ
ち
は
か
ま

042
（
九
二
〇
⑩
）　

藤
袴
１�

お
な
し
の
ゝ
露
に
や
つ
る
ゝ
藤
は
か
ま
あ
は
れ
は
か
け
よ
か
こ
と
は
か
り
も

　

此
哥
は
夕
き
り
の
御
お
は
大
宮
う
せ
給
ふ
て
後
玉

　

か
つ
ら
の
君
の
か
た
へ
六
条
院
の
御
つ
か
ひ
に
お

　

は
し
た
る
そ
の
お
り
す
こ
し
思
ひ
か
く
る
け
し
き
を

　

み
え
て
此
う
た
を
よ
め
り
お
な
し
の
ゝ
露
に
や

　

つ
る
ゝ
と
は
我
も
玉
か
つ
ら
も
大
み
や
の
ま
こ
に

　

て
お
な
し
い
み
を
お
ひ
給
へ
は
お
な
し
房
に
や
つ

　

る
ゝ
と
は
ふ
ち
の
や
つ
れ
を
そ
へ
て
我
お
も
ひ
を
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
三
五
オ

　

は
れ
は
か
け
よ
と
い
へ
る
也
玉
か
つ
ら
は
源
氏
の
君

　

の
御
子
に
心
え
給
へ
れ
は
き
や
う
た
い
の
心
に
て

　

ふ
ち
は
か
ま
を
そ
へ
い
へ
り
御
返
し

043
（
九
二
〇
⑬
）　

藤
袴
2�

尋
ぬ
る
に
は
る
け
き
野
へ
の
花
な
ら
は
う
す
紫
や
か
こ
と
な
ら
ま
し

　

き
や
う
た
い
に
は
お
は
せ
と
ま
こ
と
に
は
い
と
こ
に

　

て
ま
し
ま
せ
は
也
さ
る
に
よ
り
よ
く
た
つ
ぬ
れ
は
と

　

を
き
ゆ
か
り
の
心
に
て
た
つ
ぬ
る
に
は
る
け
き
野

　

へ
の
花
な
ら
は
と
い
へ
り
う
す
む
ら
さ
き
や
か
こ
と

　

な
ら
ま
し
と
は
い
と
こ
も
お
な
し
ゆ
か
り
な
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
三
五
ウ

　

う
す
む
ら
さ
き
と
い
へ
り
か
こ
と
は
ゆ
か
り
を
た
の
む

　

へ
き
た
よ
り
の
心
な
り
か
こ
ち
草
の
こ
と
は
り
な
り

044
（
九
二
三
⑪
）　

藤
袴
3�

女
は
三
に
し
た
か
ふ
も
の
に
こ
そ
あ
な
れ
と
は
つ
ゐ
て
を

た
か
へ
て
を
の
か
心
に
ま
か
せ
ん
事
は
あ
る
ま
し
き
こ
と
也

と
の
給
ふ

　

是
は
源
氏
の
ゝ
給
ふ
こ
と
は
也
玉
か
つ
ら
は
我
御
子
に

　

し
給
へ
れ
は
三
し
う
の
こ
と
は
り
は
も
ち
ろ
ん
な
れ

　

と
ま
こ
と
は
致
仕
の
お
と
ゝ
の
御
子
な
れ
は
し
た
い
を

　

た
か
へ
て
我
ま
ゝ
に
は
す
ま
し
き
心
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
三
六
オ
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045
（
九
二
三
⑬
）　

藤
袴
4�

や
こ
と
な
き
こ
れ
か
れ
年
比
を
へ
て
も
の
し
給
へ
は
え
そ

の
す
ち
の
人
か
す
に
は
も
の
し
給
は
て
す
て
か
て
ら
に

か
く
ゆ
つ
り
つ
け
大
そ
う
の
宮
つ
か
へ
の
す
ち
に
ら
う
ろ
ふ

せ
ん
と
お
ほ
し
を
き
つ
る
い
と
か
し
こ
く
か
と
あ
る

こ
と
な
り
と
な
ん
申
さ
れ
け
る
と
た
し
か
に
人
の
語

申
侍
り
し

　

こ
れ
は
玉
か
つ
ら
の
ち
ゝ
お
と
ゝ
の
の
た
ま
へ
る
こ
と
を

　

源
氏
の
君
に
夕
き
り
の
語
申
さ
る
ゝ
也
や
こ
と

　

な
き
こ
れ
か
れ
と
は
源
氏
の
せ
つ
に
お
ほ
す
か
た
〳
〵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
三
六
ウ

　

を
は
ゝ
か
り
て
宮
つ
か
へ
に
ま
い
ら
せ
ん
と
し
給
の
心

　

也
ら
う
ろ
う
と
は
身
を
心
に
ま
か
せ
て
も
た
ぬ
心
也

　

こ
れ
宮
つ
か
へ
の
儀
也

　
　
　

ま
き
は
し
ら

046
（
九
三
五
⑧
）　

真
木
柱
１�

け
に
そ
こ
ら
心
く
る
し
け
な
る
こ
と
ゝ
も
を
と
り
〳
〵
に
み
し
か

と
心
あ
さ
き
人
の
た
め
に
そ
て
ら
の
け
ん
も
あ
ら
は
れ
け
る

　

是
は
ひ
け
く
ろ
の
お
と
ゝ
の
心
な
り
い
ふ
心
は
ひ
け
く

　

ろ
の
本
き
た
の
か
た
の
も
の
ゝ
け
に
と
し
比
わ
つ

　

ら
ひ
給
へ
る
に
石
山
の
く
は
ん
を
ん
を
た
の
み
て
い
の
り
給
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
三
七
オ

　

し
か
と
し
る
し
な
か
り
き
又
玉
か
つ
ら
を
わ
か
も
の

　

に
せ
ん
と
心
か
け
給
ひ
し
時
お
な
し
御
寺
に
い
の
り

　

給
へ
は
こ
と
か
な
ひ
け
る
後
お
ほ
し
あ
は
す
る
心
な
り

　

心
あ
さ
き
人
と
は
玉
か
つ
ら
の
心
た
て
の
や
す
ら
か
に

　

ま
た
あ
は
れ
も
ふ
か
く
思
ふ
や
う
成
を
仏
も
ま
も
り

　

給
ひ
け
る
と
ひ
け
く
ろ
の
思
へ
る
心
也
又
い
は
く
心

　

く
る
し
け
な
る
こ
と
ゝ
も
と
は
玉
か
つ
ら
に
心
か
け
し

　

人
〻
の
事
也
心
あ
さ
き
人
と
は
ひ
け
く
ろ
の
事
也

　

ほ
た
る
の
み
や
い
は
も
る
君
な
と
の
や
う
に
は
あ
ら
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
三
七
ウ

　

心
あ
さ
き
人
と
い
へ
る
に
や
ひ
け
く
ろ
に
さ
た
ま
り

　

給
へ
る
事
也
ひ
け
く
ろ
の
北
の
か
た
の
こ
と
こ
ゝ
に

　

は
見
え
さ
る
に
や

047
（
九
三
八
⑭
）　

真
木
柱
２�

み
つ
せ
川
わ
た
ら
ぬ
さ
き
に
い
か
て
な
を
涙
の
み
を
の
あ
は
と
消
な
ん

　

此
哥
は
玉
か
つ
ら
ひ
け
く
ろ
に
あ
ひ
給
ひ
て
の
ち

　

源
氏
の
君
く
や
し
く
お
ほ
す
心
あ
り
し
比

お
り
立
て
汲
は
み
ね
と
も
わ
た
り
川
人
の
せ
と
は
た
ち
き
ら
さ
り
し
を

　

と
よ
み
給
へ
り
そ
れ
を
玉
か
つ
ら
い
た
う
は
つ
か
し
く
お

　

ほ
す
あ
ま
り
に
わ
た
ら
ぬ
さ
き
に
い
か
て
な
を
き
え
な
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
三
八
オ
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し
と
よ
め
る
心
也
み
つ
せ
川
は
か
き
り
あ
る
時
の
わ
た

　

り
な
れ
は
た
ゝ
い
ま
の
か
な
し
さ
に
わ
た
ら
ぬ
さ
き
に
と
は

　

い
へ
る
な
り
御
手
の
さ
き
は
か
り
は
な
と
い
ふ
事
此
つ
き
の

　

こ
と
は
に
あ
り

　
　
　

梅
か
え

048
（
九
七
七
⑥
）　

梅
枝
１�

花
の
香
は
ち
り
に
し
枝
に
と
ま
ら
ね
と
う
つ
ら
ん
袖
に
あ
さ
く
し
ま
め
や

　

此
哥
は
さ
い
院
よ
り
た
て
ま
つ
ら
せ
給
梅
の
花
ち
り

　

す
き
た
る
に
つ
け
給
へ
り
う
た
の
心
も
ひ
け
の
心
な

　

る
を
う
つ
ら
ん
袖
に
あ
さ
く
し
ま
め
や
と
い
へ
る
は
た
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
三
八
ウ

　

物
の
に
ほ
ひ
ふ
か
き
や
う
に
き
こ
え
侍
れ
は
心
得

　

か
た
く
侍
る
ゆ
へ
に
源
氏
の
君
の
袖
を
し
や
う
く

　

は
ん
し
て
そ
の
袖
に
ふ
か
く
し
む
へ
し
と
は
心
さ
し
の

　

ふ
か
き
義
な
る
へ
し
古
今
の
哥
に

　

せ
み
の
は
の
よ
る
の
衣
は
う
す
け
れ
と
う
つ
り
か
こ
く
も
に
ほ
ひ
け
る
か
な

　

と
い
へ
る
哥
は
心
さ
し
の
ふ
か
き
こ
と
を
い
へ
は
そ
の
心

　

に
や
侍
ら
ん

049
（
九
八
一
⑨
）　

梅
枝
2�

花
の
か
を
え
な
ら
ぬ
袖
に
う
つ
し
も
て
こ
と
あ
や
ま
り
と
い
も
や
と
か
め
ん

　

え
な
ら
ぬ
袖
と
い
へ
る
は
我
そ
て
の
事
に
て
は
い
か
ゝ
と
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
三
九
オ

　

ほ
え
侍
れ
と
ま
へ
の
こ
と
葉
に
み
つ
か
ら
の
れ
う
の
御

　

な
を
し
の
御
よ
そ
ひ
一
く
た
り
手
ふ
れ
給
は
ぬ
た
き

　

物
な
と
あ
れ
は
そ
れ
を
か
け
て
よ
め
る
也
下
句
は
あ
ら
は
也

050
（
九
八
三
⑤
）　

梅
枝
3�

左
大
臣
殿
の
三
の
君
ま
い
り
給
ぬ
れ
い
け
い
て
ん
と
き

こ
ゆ

　

是
は
此
す
ゑ
に
や
と
り
木
の
巻
に
こ
ん
し
や
う
の
女

　

二
宮
の
御
は
ゝ
ふ
ち
つ
ほ
の
女
御
ま
た
と
う
く
う
の

　

御
時
よ
り
ま
い
り
給
ふ
と
あ
り
此
れ
い
け
い
て
ん
た
る

　

へ
き
か
お
は
し
ま
す
所
の
名
な
ん
と
は
あ
ひ
か
は
る
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
三
九
ウ

　

も
と
し
へ
し
後
な
れ
は
あ
る
へ
き
に
や

　
　
　

藤
の
う
ら
葉

051
（
一
〇
〇
二
⑨
）　

藤
裏
葉
１�

と
う
の
中
将
の
花
の
い
ろ
こ
く
こ
と
に
ふ
さ
な
か
き
を
折

て
ま
ら
う
と
の
御
さ
か
つ
き
に
く
は
ふ
と
り
て
も
て
な
や

む
に
お
と
ゝ

紫
に
か
こ
と
は
か
け
ん
藤
の
花
ま
つ
よ
り
す
き
て
う
れ
た
け
れ
と
も

　

む
ら
さ
き
に
か
こ
と
は
か
け
ん
と
は
夕
き
り
の
君
わ
れ
に

　

心
さ
し
な
く
て
年
比
へ
し
こ
と
は
つ
ら
け
れ
と
そ
の

　

う
し
ろ
み
を
は
我
姫
君
に
か
け
た
て
ま
つ
ら
ん
と
ひ
け
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
四
〇
オ
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の
給
へ
る
な
り
む
ら
さ
き
を
女
の
こ
と
に
い
へ
る
こ
と
つ

　

ね
の
儀
な
り

052
（
一
〇
〇
三
⑤
）　

藤
裏
葉
2�

弁
の
少
将
こ
ゑ
い
と
な
つ
か
し
く
て
あ
し
か
き
を
う
た
ふ
お

と
ゝ
い
と
け
や
け
う
も
つ
か
う
ま
つ
る
か
な
と
う
ち
み
た

れ
給
て
と
し
へ
に
け
る
此
家
の
と
う
ち
く
は
へ
給
へ
る

御
こ
ゑ
い
と
お
か
し

　

け
や
け
し
は
も
つ
と
も
と
い
ふ
字
也
心
は
お
り
に
あ
ふ
義

　

也
此
す
ゑ
に

053
（
一
〇
〇
四
⑥
）　

藤
裏
葉
3�

あ
し
か
き
の
を
も
む
き
は
み
ゝ
と
ゝ
め
給
ひ
つ
や
い
た
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
四
〇
ウ

し
か
な
川
口
の
と
こ
そ
い
は
ま
ほ
し
か
り
つ
れ
と
の
給
へ
は

　

あ
し
か
き
の
哥
を
弁
の
少
将
の
う
た
ふ
心
は
此
哥

　

の
こ
と
は
に
た
れ
か
こ
の
お
や
に
ま
う
よ
こ
し
ま
う
し

　

て
と
侍
こ
と
は
あ
り
夕
き
り
の
つ
ゐ
に
お
と
ゝ
の
心
を

　

と
り
給
事
も
な
き
に
こ
な
た
よ
り
ま
け
給
へ
る
事

　

く
ち
お
し
く
お
ほ
し
て
お
や
に
申
て
と
い
ふ
こ
と
は
の
あ

　

る
哥
を
う
た
へ
り
其
心
を
夕
き
り
さ
も
な
き
事
そ
と

　

思
ふ
に
よ
り
川
口
の
と
こ
そ
さ
し
い
ら
へ
ま
ほ
し
か
り
つ

　

れ
と
の
給
そ
の
心
は　

川
口
の
せ
き
の
あ
ら
か
き
ま
も
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
四
一
オ

　

と
も
い
て
ゝ
我
ね
ぬ
や
な
と
い
ふ
哥
あ
れ
は
ま
も
れ
共

　

と
い
ふ
こ
と
は
に
つ
き
て
か
く
い
へ
る
な
り
一
禅
の
御

　

ち
う
お
な
し
う
た
ひ
の
こ
と
は
な
か
ら
す
こ
し
あ
ひ
か

　

は
れ
り

　
　
　

わ
か
な
上

054
（
一
〇
三
八
⑩
）　

若
菜
上
１�

ま
た
大
納
言
朝
臣
の
家
つ
か
さ
の
そ
む
成
さ
る
か
た
に

も
の
ま
め
や
か
な
る
こ
と
に
は
あ
れ
と
さ
す
か
に
い
か
に
そ
や

　

此
大
納
言
の
事
た
れ
と
も
み
え
す

055
（
一
一
〇
九
②
）　

若
菜
上
2�

ひ
た
ふ
る
う
ち
は
な
や
き
さ
れ
は
め
る
は
い
と
お
ほ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
四
一
ウ

か
す
し
ら
ぬ
ま
て
さ
ふ
ら
ひ
つ
ゝ
物
思
ひ
な
け
な
る
御
あ

た
り
と
は
い
ひ
な
か
ら

　

是
は
女
三
の
宮
か
た
に
あ
る
女
は
う
の
た
ゝ
す
ま
ゐ
也

056
（
一
一
〇
九
④
）　

若
菜
上
3�

何
事
も
の
と
や
か
に
心
し
つ
め
た
る
は
心
の
う
ち
あ
ら
は

に
し
も
み
え
ぬ
わ
さ
な
れ
は
身
に
人
し
れ
ぬ
思
ひ
そ
ひ

た
ら
ん
も
ま
た
さ
ら
に
心
ち
ゆ
き
け
に
と
ゝ
こ
ほ
り
な

か
る
へ
き
に
し
も
う
ち
ま
し
れ
は
か
た
へ
の
人
に
ひ
か
れ
つ
ゝ

お
な
し
け
は
ひ
も
て
な
し
に
な
た
ら
か
な
る
を

　

又
さ
ら
に
と
い
ふ
よ
り
お
な
し
女
は
う
の
中
に
も
し
ち　
　
　

」
四
二
オ
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な
ら
ぬ
人
の
さ
ま
な
り
そ
れ
に
心
し
つ
め
た
る
人
も

　

う
ち
ま
し
れ
は
お
な
し
け
は
ひ
に
な
り
て
し
ち
な
ら

　

ぬ
や
う
に
み
ゆ
る
こ
と
あ
る
を
な
た
ら
か
な
る
と
は
い
ふ

　

な
り
あ
し
き
に
し
た
か
ふ
心
な
り
此
ふ
た
つ
は
世
上

　

の
こ
と
は
り
也

057
（
一
一
〇
九
⑦
）　

若
菜
上
4�

た
ゝ
あ
け
く
れ
は
い
は
け
た
る
あ
そ
ひ
た
は
ふ
れ
に
心
い

れ
た
る
わ
ら
は
へ
の
あ
り
さ
ま
な
と
ゐ
ん
は
い
と
め
に
つ
か

す
み
給
ふ

　

是
も
女
三
の
宮
の
女
は
う
の
さ
ま
な
り
わ
ら
は
と
侍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
四
二
ウ

　

れ
と
い
つ
れ
も
そ
う
の
女
は
う
に
わ
た
る
心
な
る
へ
し
さ
る

　

に
よ
り
め
に
つ
か
す
み
た
ま
ふ
と
は
か
け
る
な
り

　
　
　

わ
か
な
下

058
（
一
一
三
九
⑩
）　

若
菜
下
１�

昔
こ
そ
ま
つ
忘
ら
れ
ね
住
吉
の
神
の
し
る
し
を
み
る
に
つ
け
て
も

　

此
さ
く
し
や
人
の
ふ
し
ん
あ
り
す
み
の
え
を
い
け
る
か
ひ

　

あ
る
な
き
さ
と
は
と
ま
へ
に
あ
か
し
の
あ
ま
君
よ
め
り

　

こ
れ
も
お
な
し
さ
く
し
や
な
り
ひ
と
り
こ
ち
と
い
へ
る
に

　

て
あ
ら
は
な
り

059
（
一
一
四
〇
③
）　

若
菜
下
2

た
か
む
ら
の
あ
そ
ん
の
ひ
ら
の
山
さ
へ
と
い
ひ
け
る
雪
の
朝あ
し
た　
　

」
四
三
オ

　

ひ
も
ろ
き
は
神
の
心
に
う
け
つ
ら
ん
ひ
ら
の
山
さ
へ
ゆ
ふ
か
つ
ら
せ
り

　

此
哥
は
文
時
卿
の
哥
也
た
ゝ
し
た
か
む
ら
か
哥
と
此
物

　

語
に
は
み
ゆ
か
や
う
の
さ
う
い
つ
ね
に
あ
る
こ
と
な
り
こ
の

　

物
語
に
て
は
た
か
む
ら
か
哥
と
も
ち
ゆ
へ
し

060
（
一
一
五
〇
⑧
）　

若
菜
下
3�

春
の
琴
の
音
は
み
な
か
き
す
る
物
な
る
を
み
た
る
ゝ
こ

と
も
や

　

ふ
る
き
ち
う
に
も
そ
の
心
み
え
す
さ
る
物
と
琴
の
ね
は

　

い
ふ
本
も
あ
り
と
や
い
つ
れ
に
も
ふ
し
ん
こ
れ
あ
り
た

　

つ
ぬ
へ
し
あ
る
人
の
れ
う
け
ん
に
い
は
く
春
は
や
う
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
四
三
ウ

　

時
に
て
う
き
た
つ
心
あ
り
秋
冬
は
い
ん
に
て
心
も
し

　

つ
ま
る
時
な
り
物
を
ま
な
ふ
る
も
そ
の
儀
あ
り
さ
れ
は

　

春
の
琴
の
音
は
み
た
る
ゝ
こ
と
も
や
と
い
へ
る
に
や
か

　

き
あ
は
す
る
か
く
に
み
た
れ
て
は
い
か
ゝ
と
な
る
へ
し
隔

　

句
に
い
へ
る
に
や

061
（
一
一
五
六
①
）　

若
菜
下
4�

け
に
律
を
は
つ
き
の
物
に
し
た
る
は
さ
も
あ
る
か
し
な
と

の
た
ま
ひ
て

　

ほ
ん
て
う
に
は
呂
律
と
も
ち
ゆ
さ
い
は
ら
是
に
お
な
し

　

唐
に
は
律
呂
と
い
ん
を
さ
き
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
四
四
オ
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062
（
一
一
六
〇
⑥
）　

若
菜
下
5�

き
ん
は
五
か
の
し
ら
へ

　

河
海
に
し
る
せ
り
尋
ぬ
へ
し

063
（
一
一
六
〇
⑦
）　

若
菜
下
6�

五
六
の
は
ち

　

た
う
し
き
ん
の
こ
と
の
つ
た
へ
こ
れ
な
し
又
尋
ぬ
へ
し

064
（
一
一
六
三
⑧
）　

若
菜
下
7�

こ
と
し
は
三
十
七
に
そ
な
り
給
ふ

　

源
氏
の
君
当
年
四
十
七
さ
い
と
み
ゆ
し
か
ら
は
紫
上

　

は
四
十
た
る
へ
し
さ
れ
と
も
物
か
た
り
の
な
ら
ひ
そ
の

　

人
を
さ
か
り
に
い
ひ
な
す
心
つ
ね
の
こ
と
に
や
あ
る
せ
つ

　

あ
ふ
ひ
の
巻
の
三
か
夜
の
こ
と
む
ら
さ
き
の
う
へ
十
二
と　

」
四
四
ウ

　

い
ふ
儀
あ
り
た
ゝ
し
も
み
ち
の
賀
に
十
に
あ
ま
る

　

人
の
ひ
い
な
あ
そ
ひ
は
い
む
よ
し
い
へ
り
な
を
に
ゐ
ま
く
ら

　

は
十
四
な
る
へ
し
か
ほ
る
は
兵
部
卿
の
宮
に
ひ
と
つ
の
お

　

と
ゝ
な
れ
と
う
き
ふ
ね
の
巻
に
い
た
り
て
宮
よ
り
二
三

　

の
こ
の
か
み
と
い
へ
り
此
た
く
ひ
な
る
へ
し

065
（
一
一
八
〇
⑨
）　

若
菜
下
8�

お
き
て
ゆ
く
空
も
し
ら
れ
ぬ
あ
け
く
れ
に
い
つ
く
の
露
の
か
ゝ
る
袖
也

　

此
哥
の
て
に
は
有
先
賢
の
か
う
し
や
く
に
も
て
に
は
ち
か

　

へ
り
し
か
は
あ
れ
と
そ
の
ゆ
へ
あ
る
よ
し
い
へ
る
に
や
た
ゝ

　

し
後
撰
集
千
載
大
和
物
語
等
に
も
此
た
く
ひ
の　
　
　
　
　
　

」
四
五
オ

　

て
に
は
あ
り

　

涙
川
な
か
す
ね
さ
め
も
あ
る
物
を
は
ら
ふ
は
か
り
の
露
や
な
に
な
り

　

思
ひ
い
て
ゝ
を
と
つ
れ
し
け
る
山
ひ
こ
の
こ
た
へ
に
こ
り
ぬ
わ
れ
や
な
に
な
り

　

ゆ
ゝ
し
と
て
い
み
け
る
物
を
我
為
に
な
し
て
い
は
ぬ
は
た
か
つ
ら
き
な
り

　

し
よ
せ
ん
此
て
に
は
聞
に
く
き
や
う
に
は
侍
れ
と
五

　

い
ん
に
て
さ
う
い
な
き
か
む
か
し
は
み
な
か
く
の
こ
と
く
あ
り

　

け
る
よ
し
心
う
へ
き
も
の
な
り

066
（
一
一
八
九
①
）　

若
菜
下
9�

か
ゝ
る
お
り
の
ら
う
ろ
う
な
ら
す
は
ま
い
る
ま
し
く
け
は

ひ
は
つ
か
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
四
五
ウ

　

是
は
ゑ
も
ん
の
か
み
女
三
宮
に
忍
て
あ
ひ
給
へ
り
し

　

後
心
の
お
に
ゝ
源
氏
の
か
た
へ
ま
い
り
給
は
さ
り
し
比
紫

　

上
の
も
の
ゝ
け
に
う
せ
給
へ
る
よ
し
聞
て
ま
つ
り
の
か
へ
さ

　

み
に
い
て
給
ひ
し
つ
ゐ
て
に
二
条
の
院
へ
ま
い
ら
れ

　

け
る
時
か
し
は
木
の
心
な
り
ら
う
ろ
う
は
人
の
お
ち
め

　

な
ん
と
の
こ
と
を
い
へ
は
源
氏
の
君
の
う
れ
へ
の
時
ま
い
る
心

　

を
い
へ
る
に
や

　
　
　

か
し
わ
木

067
（
一
二
六
四
③
）　

柏
木
1�

右
し
や
う
く
ん
か
つ
か
に
草
は
し
め
て
あ
を
し
と
う
ち
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
四
六
オ



63

ち
す
さ
み
て
そ
れ
も
い
と
ち
か
き
世
の
こ
と
な
れ
は

　

天
興
善
人
吾
不
信
右
将
軍
墓
草
初
秋

　

こ
れ
は
時
平
の
お
と
ゝ
の
御
子
保
時
を
右
将
軍
と

　

い
へ
り
其
人
う
せ
給
ふ
と
き
此
し
は
つ
く
れ
り
そ
れ
は

　

秋
の
こ
と
な
り
し
を
い
ま
ゑ
も
ん
の
か
み
の
こ
と
を
お
も
ふ

　

に
夏
な
れ
は
草
は
し
め
て
あ
を
し
と
紫
式
部
か
か

　

き
か
へ
た
り
ゑ
も
ん
の
か
み
の
か
ら
名
は
き
ん
こ
し
や
う
く
ん

　

と
い
へ
は
さ
う
い
な
き
な
り
そ
れ
も
ち
か
き
世
の
こ
と
ゝ

　

い
へ
る
は
か
の
保
時
の
比
と
を
か
ら
さ
る
ゆ
へ
也
此
事
花
鳥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
四
六
ウ

　

に
あ
り
た
ゝ
し
こ
ま
や
か
な
ら
す
有
せ
つ
此
し
は
ほ

　

ん
ら
い
草
は
し
め
て
あ
を
し
と
あ
り
と
云

〻
い
ま
た

　

つ
ま
ひ
ら
か
な
ら
す
こ
れ
を
尋
ぬ
へ
し

068
（
一
二
五
二
⑦
）　

柏
木
2�

我
御
と
か
あ
る
こ
と
は
あ
へ
な
ん
ふ
た
つ
い
は
ん
に
は
女
の
た

め
に
こ
そ
い
と
お
し
け
れ
と
お
ほ
し
て
い
ろ
に
も
い
た
し
給

は
す

　

か
ほ
る
む
ま
れ
し
比
女
三
宮
と
我
御
事
と
を
な
ら
へ

　

て
か
く
源
氏
の
お
ほ
す
心
な
り

　
　
　

夕
き
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
四
七
オ

069
（
一
三
五
九
⑧
）　

夕
霧
1�

ま
た
し
ら
ぬ
世
か
な
に
く
ゝ
め
さ
ま
し
と
人
よ
り
け
に
お
ほ

し
お
と
す
ら
ん
身
こ
そ
い
み
し
け
れ
い
か
て
人
に
も
こ
と
は

ら
せ
ん
と
い
は
ん
か
た
な
し
と
お
ほ
し
て
の
給
へ
は
さ
す
か
に

い
と
を
し
く
も
あ
り

　

是
は
夕
き
り
の
大
将
お
ち
は
の
宮
を
や
ま
と
の
か

　

み
に
い
ひ
あ
は
せ
て
一
条
の
宮
に
し
て
そ
の
心
さ
し
を

　

と
け
ん
と
お
ほ
し
た
り
し
を
宮
い
み
し
う
う
き
物
に

　

お
ほ
し
て
さ
ら
に
う
ち
と
く
へ
く
も
お
は
せ
さ
り
し
こ
と

　

を
な
け
き
て
少
将
と
い
ふ
人
に
う
ら
み
て
の
給
へ
る
事
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
四
七
ウ

　

ま
た
し
ら
ぬ
世
か
な
と
は
つ
れ
な
さ
の
た
く
ひ
な
き
こ

　

と
を
い
へ
る
心
な
り
い
か
て
人
に
も
こ
と
は
ら
せ
ん
と

　

は
ふ
た
り
の
中
の
こ
と
は
り
を
世
に
と
は
ま
ほ
し
き
心
也

　

少
将
こ
れ
を
き
ゝ
て
さ
す
か
に
い
と
お
し
う
も
あ
り

　

と
は
少
将
の
心
也

070
（
一
三
五
九
⑩
）　

夕
霧
2�

け
に
こ
そ
こ
と
は
り
は
何
方
に
か
は
よ
る
人
侍
ら
ん
と

す
こ
し
う
ち
わ
ら
ひ
ぬ

　

是
は
夕
き
り
の
宮
の
難
面
を
人
に
こ
と
は
ら
せ
ん
と

　

い
へ
る
心
を
う
け
て
少
将
の
い
へ
る
こ
と
は
也
こ
れ
を
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
四
八
オ
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と
は
ら
せ
は
い
つ
か
た
に
か
は
よ
る
人
侍
ら
ん
と
は
宮
と

　

夕
き
り
と
の
こ
と
を
い
つ
れ
こ
と
は
り
そ
と
か
い
は
ん

　

と
い
ふ
心
也
け
に
と
い
ふ
こ
と
は
あ
ま
た
あ
り
て
ま

　

き
る
ゝ
や
う
也

　
　
　

み
の
り

071
（
一
三
八
六
⑩
）　

御
法
１�

か
た
〳
〵
に
お
は
し
ま
し
て
は
あ
な
た
に
わ
た
ら
せ
給
は
ん

も
か
た
し
け
な
し
ま
い
ら
ん
こ
と
は
た
わ
り
な
く
な
り

に
て
侍
れ
は
と
て
し
は
し
は
こ
な
た
に
お
は
す
れ
は
あ
か

し
の
御
か
た
も
わ
た
り
給
て
心
ふ
か
け
に
し
つ
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
四
八
ウ

た
る
御
物
か
た
り
き
こ
え
か
は
し
給
ふ

　

是
は
中
宮
を
し
ん
て
ん
に
て
ま
ち
き
こ
え
給
ひ
け

　

る
お
り
ふ
し
の
事
な
り
あ
な
た
に
わ
た
ら
せ
給
は

　

む
も
か
た
し
け
な
し
と
は
む
ら
さ
き
の
お
は
し
ま
す
に

　

し
の
た
い
へ
中
宮
の
わ
た
ら
せ
給
は
ん
は
か
た
し
け
な

　

し
と
い
ふ
心
な
り
ま
い
ら
ん
こ
と
は
た
わ
り
な
く
な
り

　

に
て
侍
れ
と
は
中
宮
の
ひ
か
し
の
た
い
に
ま
し
ま
す
へ

　

け
れ
は
そ
な
た
へ
ま
い
ら
ん
こ
と
も
わ
り
な
し
と
い
へ
り

　

心
ち
の
わ
つ
ら
は
し
き
お
り
の
心
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
四
九
オ

072
（
一
三
八
七
⑨
）　

御
法
2�

み
と
き
や
う
な
と
に
よ
り
て
そ
れ
い
の
わ
か
か
た
に
わ
た
り
給

　

み
と
き
や
う
と
は
季
の
御
読
経
の
こ
と
也
此
と
つ
経

　

し
ん
て
ん
に
て
あ
れ
は
紫
の
に
し
の
た
い
へ
わ
た
り

　

給
ふ
こ
と
也

073
（
一
三
九
六
⑬
）　

御
法
3�

う
す
ゝ
み
と
の
給
ひ
し
か
と
こ
ま
や
か
に
て

　

こ
れ
は
あ
ふ
ひ
の
上
そ
の
巻
に
う
せ
給
ひ
し
時
源
氏

　

の
君
の
御
ふ
く
の
時
の
哥
に

　

か
き
り
あ
れ
は
う
す
ゝ
み
衣
あ
さ
け
れ
と
涙
そ
袖
を
ふ
ち
と
な
し
け
る

　

か
き
り
あ
れ
は
と
は
は
つ
と
の
こ
と
也
い
ま
紫
上
の
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
四
九
ウ

　

せ
給
ふ
と
き
に
う
す
ゝ
み
な
る
へ
け
れ
と
心
さ
し
の
せ
つ

　

な
る
に
よ
り
こ
ま
や
か
に
そ
め
給
へ
り
さ
る
に
よ
り
う

　

す
ゝ
み
と
の
給
ひ
し
か
と
ゝ
は
か
け
り

　
　
　

ま
ほ
ろ
し

074
（
一
四
〇
四
⑭
）　

幻
１�

あ
ち
き
な
の
わ
さ
や
と
思
ひ
給
へ
り
し
け
し
き
の
あ
は
れ

な
り
し
な
か
に
も
雪
ふ
り
た
り
し
あ
か
つ
き
に
立
や
す

ら
ひ
て
我
身
も
ひ
え
い
る
や
う
に
お
ほ
し
て
空
の
け
し

き
は
け
し
か
り
し
に
い
と
な
つ
か
し
う
お
い
ら
か
な
る
物
か
ら

袖
の
い
た
う
な
き
ぬ
ら
し
給
へ
り
け
る
を
ひ
き
か
く
し
せ　
　
　

」
五
〇
オ
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め
て
ま
き
ら
は
し
給
へ
り
し
ほ
と
の
よ
う
い
な
と
を
よ

も
す
か
ら
ゆ
め
に
て
も
ま
た
い
か
ゝ
な
ら
ん
世
に
か
と
お
ほ
し
つ
ゝ

け
る
あ
け
ほ
の
に
し
も
さ
う
し
に
お
る
ゝ
女
は
う
な
る
へ
し

い
み
し
う
も
つ
も
り
に
け
る
か
な
と
い
ふ
こ
ゑ
を
き
ゝ
つ
け

給
へ
る
た
ゝ
そ
の
お
り
の
心
ち
す
る
に
御
か
た
は
ら
の
さ

ひ
し
さ
も
い
ふ
か
た
な
く
か
な
し

　

こ
れ
は
女
三
宮
む
か
へ
給
て
の
三
か
夜
雪
ふ
り
た
り
し

　

あ
か
月
か
へ
り
給
ひ
け
る
お
り
し
も
む
ら
さ
き
の
う
へ
の

　

す
こ
し
ぬ
れ
た
る
御
ひ
と
へ
の
袖
を
ひ
き
か
く
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
五
〇
ウ

　

う
ら
も
な
く
な
つ
か
し
き
も
の
か
ら
な
と
侍
し
こ
と
を

　

あ
か
ぬ
な
こ
り
の
か
な
し
み
に
お
ほ
し
い
つ
る
心
也

075
（
一
四
〇
八
④
）　

幻
2�

三
の
宮
を
そ
さ
う
〳
〵
し
き
御
な
く
さ
め
に
は
お
は
し
ま

さ
せ
給
け
る
は
ゝ
の
ゝ
給
ひ
し
か
は
と
て
た
い
の
ま
へ
の
こ
う

は
い
は
い
と
と
り
わ
き
て
う
し
ろ
み
あ
り
き
給
ふ
を
い

と
あ
は
れ
と
み
た
て
ま
つ
り
給
ふ
わ
か
宮
ま
つ
か
さ
く
ら

は
さ
き
に
け
り
い
か
て
久
し
く
ち
ら
さ
し
木
の
め
く
り
に
き

ち
や
う
を
た
て
ゝ
か
た
ひ
ら
を
あ
け
す
は
風
も
え
ふ
き
よ

ら
し
と
か
し
こ
う
思
ひ
え
た
り
と
思
ひ
て
の
給
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
五
一
オ

　

此
二
の
む
め
さ
く
ら
の
事
は
二
条
院
に
て
こ
の
宮
に

　

紫
上
さ
る
へ
き
お
り
は
仏
に
も
た
て
ま
つ
れ
給
へ
な
と

　

の
給
ひ
し
事
也
い
ま
か
く
い
へ
る
は
六
条
院
に
て
の
事

　

な
り
二
条
院
よ
り
六
条
院
へ
う
つ
り
給
へ
る
ほ
と
い
つ

　

と
も
み
え
す
さ
れ
と
も
六
条
院
に
て
も
三
宮
の
お

　

さ
な
心
ち
に
二
条
院
に
て
む
ら
さ
き
の
う
へ
の
ゝ
給
ひ
し

　

事
を
こ
ゝ
も
又
紫
上
の
す
み
給
ひ
し
か
た
な
れ
は

　

お
ほ
し
け
る
に
や

076
（
一
四
一
四
⑥
）　

幻
3�

か
り
か
ゐ
し
な
は
し
ろ
水
の
た
え
し
よ
り
う
つ
り
し
花
の
か
け
を
た
に
み
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
五
一
ウ

　

是
は
紫
上
う
せ
給
ひ
し
よ
り
い
つ
ち
に
も
立
い
て
給
ふ

　

こ
と
も
な
か
り
し
を
あ
か
し
の
う
へ
の
か
た
へ
お
は
し
て
夜

　

ふ
く
る
ま
て
御
物
語
な
と
し
給
て
か
へ
り
給
ひ
け
る

　

あ
し
た
に

　

な
く
〳
〵
も
帰
り
に
し
か
な
か
り
の
世
は
い
つ
く
も
つ
い
の
と
こ
よ
な
ら
ぬ
に

　

と
よ
み
て
つ
か
は
し
給
ひ
し
返
し
也
此
哥
心
得
か
た

　

く
や
か
り
か
ゐ
し
は
か
り
の
世
は
と
あ
る
そ
の
こ
と
は
の
た
よ

　

り
は
か
り
な
り
な
は
し
ろ
水
の
た
え
し
よ
り
と
は
紫
上

　

う
せ
給
ひ
し
心
に
や
う
つ
り
し
花
の
か
け
を
た
に
み
す
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
五
二
オ
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は
そ
の
わ
か
れ
よ
り
は
源
氏
の
君
あ
か
し
の
う
へ
に
も
か
よ

　

ひ
た
え
給
ひ
し
心
を
か
け
を
た
に
み
す
と
い
へ
る
に
や

077
（
一
四
一
五
⑨
）　

幻
4�

あ
ふ
ひ
の
か
た
は
ら
に
を
き
た
り
け
る
を
よ
り
て
と
り
給
ひ

て
い
か
に
そ
や
此
名
こ
そ
わ
す
れ
に
け
れ
と
の
給
へ
は

さ
も
こ
そ
は
よ
る
へ
の
水
に
み
く
さ
ゐ
め
け
ふ
の
か
さ
し
よ
名
さ
へ
忘
る
ゝ

と
は
ち
ら
ひ
て
き
こ
ゆ

　

是
は
紫
上
の
女
は
う
中
将
の
君
と
て
い
と
わ
か
き
か

　

紫
上
あ
は
れ
な
る
物
に
お
ほ
し
け
る
人
な
る
へ
し
源
氏

　

の
君
も
物
い
ひ
給
ひ
け
る
人
な
り
此
人
ひ
る
ね
う
ち
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
五
二
ウ

　

て
侍
り
け
る
を
か
た
は
ら
の
あ
ふ
ひ
を
と
り
て
い
か
に
そ
や

　

此
名
こ
そ
忘
れ
に
け
れ
と
は
紫
上
の
思
ひ
の
後
中
将

　

に
も
物
い
ひ
給
ふ
心
も
な
か
り
し
を
い
へ
る
詞
也
中
将

　

の
う
た
の
心
け
ふ
の
か
さ
し
よ
名
さ
へ
わ
す
る
ゝ
と
い
へ
る

　

を
あ
ふ
こ
と
に
心
え
ぬ
れ
は
に
く
ゝ
も
な
り
侍
へ
し
よ
る

　

へ
の
水
に
み
く
さ
ゐ
る
と
は
よ
る
へ
は
た
よ
り
也
み
く
さ

　

ゐ
る
は
あ
せ
た
る
心
也
紫
上
う
せ
給
ひ
て
の
ち
は
け
ふ

　

の
か
さ
し
の
心
を
も
思
ひ
い
れ
ら
れ
ぬ
ゆ
へ
に
な
さ
へ
わ
す

　

る
ゝ
と
い
へ
り
な
け
き
の
心
な
る
へ
し
定
家
卿
の
僻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
五
三
オ

　

案
抄
に
も
よ
る
へ
の
水
の
事
み
え
た
り

078
（
一
四
一
六
⑤
）　

幻
5�

雨
に
そ
ひ
て
さ
と
ふ
く
風
に
と
う
ろ
う
も
ふ
き
ま
と
は

し
て
空
く
ら
き
心
ち
す
る
に
ま
と
を
う
つ
こ
ゑ
な
と
す

む
し
給
へ
る
も
お
り
か
ら
に
や
い
も
か
か
き
ね
に
を
と
な

は
せ
ま
ほ
し
き
御
こ
ゑ
な
り

　

ひ
と
り
し
て
き
け
は
か
な
し
き
郭
公
い
も
か
か
き
ね
に

　

此
引
哥
に
て
か
け
る
こ
と
は
な
れ
と
も
今
い
へ
る
心
は
む

　

ら
さ
き
の
う
へ
を
お
き
て
源
氏
の
た
ゝ
い
ま
の
こ
ゑ
を

　

き
か
せ
た
て
ま
つ
ら
ま
ほ
し
き
の
心
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
五
三
ウ

079
（
一
四
一
四
⑫
）　

幻
6�

な
つ
の
御
か
た
よ
り
御
衣
か
へ
の
御
さ
う
そ
く
た
て
ま
つ
り
給
ふ

夏
衣
た
ち
か
へ
て
け
る
け
ふ
は
か
り
ふ
る
き
思
ひ
も
す
ゝ
み
や
は
せ
ぬ

　

是
は
紫
上
う
せ
給
て
つ
き
の
と
し
六
条
院
へ
ま
い
ら
せ

　

さ
せ
給
ふ
う
た
也
ふ
る
き
思
ひ
も
す
ゝ
み
や
は
せ
ぬ
と
い

　

へ
る
心
紫
上
の
思
ひ
の
こ
と
ゝ
い
は
ん
も
心
あ
た
ら
す
心

　

え
か
た
き
に
や
侍
ら
ん
た
と
へ
は
此
心
は
む
ら
さ
き

　

の
う
へ
の
ゝ
ち
六
条
院
の
御
な
け
き
せ
つ
な
る
ま
ゝ
に

　

い
つ
れ
の
か
た
〳
〵
へ
も
思
ひ
た
え
給
へ
る
比
た
よ
り

　

な
く
心
ほ
そ
き
さ
ま
に
お
は
し
ま
す
ま
ゝ
に
御
さ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
五
四
オ
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そ
く
ま
い
ら
せ
給
ふ
つ
い
て
に
わ
か
身
の
事
を
け
ふ

　

は
お
ほ
し
も
や
は
い
て
ぬ
な
と
い
へ
る
に
や
此
花
ち
る
さ

　

と
は
心
た
て
や
す
ら
か
に
思
ふ
こ
と
な
と
を
も
あ
は
れ
に

　

の
給
へ
る
君
に
て
か
く
よ
め
る
に
や
侍
ら
ん

　
　
　

に
ほ
ふ
宮

080
（
一
四
三
二
⑤
）　

匂
宮
１�

二
月
に
侍
従
に
な
り
給
秋
う
こ
ん
の
中
将
に
な
り
て

御
た
う
は
り
の
か
ゝ
ゐ
な
と
を
さ
へ

　

此
か
ゝ
ゐ
は
院
の
御
給
に
て
四
位
に
な
り
給
ふ
こ
と
成

　

へ
し
し
ゝ
う
も
は
な
れ
給
は
す
と
竹
川
に
み
え
た
り�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
五
四
ウ

081
（
一
四
三
七
⑭
）　

匂
宮
2�

十
九
に
な
り
給
ふ
年
三
位
の
さ
い
し
や
う
に
て
な
を
中

将
も
は
な
れ
す

　

其
後
の
り
ゆ
み
の
か
へ
り
あ
る
し
の
時
も
さ
い
し
や

　

う
の
中
将
と
み
ゆ
大
か
た
ふ
し
ん
侍
ら
ね
と
此
ま
き

　

こ
う
は
い
竹
川
は
し
姫
し
ゐ
か
も
と
ま
て
さ
い
し

　

や
う
の
中
将
と
み
ゆ
此
五
巻
い
り
み
た
れ
て
み
わ

　

け
か
た
き
ゆ
へ
か
く
注
し
侍
也

　
　
　

こ
う
は
い 

082
（
一
四
四
七
①
）　

紅
梅
１�

其
比
あ
せ
ち
の
大
納
言
と
き
こ
ゆ
る
は
ち
し
の
大
臣　
　
　
　
　

」
五
五
オ

の
二
郎
な
り
う
せ
給
ひ
に
し
ゑ
も
ん
の
か
み
の
さ
し
つ
き

な
り

　

此
ま
き
の
う
ち
に
源
中
納
言
と
か
ほ
る
を
い
へ
り
せ
う

　

し
ん
の
し
た
い
竹
川
に
み
ゆ
夕
き
り
は
左
大
臣
に
あ
か

　

り
給
ふ
此
ま
き
の
は
し
め
あ
せ
ち
の
大
納
言
は

　

右
大
臣
の
左
大
将
也
し
か
る
を
此
ま
き
に
大
納
言

　

と
か
け
る
ま
た
ふ
し
ん
な
り
い
か
ゝ

083
（
一
四
五
八
⑧
）　

紅
梅
2�

か
よ
ひ
給
ふ
忍
ひ
所
お
ほ
く
八
の
宮
の
ひ
め
君
に
も

御
心
さ
し
浅
か
ら
て
い
と
し
け
う
ま
ふ
て
あ
り
き
給
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
五
五
ウ

　

是
は
兵
部
卿
の
宮
の
こ
と
な
り
は
し
ひ
め
の
す
ゑ

　

し
ゐ
か
も
と
の
巻
の
時
分
に
あ
た
る
へ
し

　
　
　

竹
川

084
（
一
四
六
三
①
）　

竹
河
１�

是
は
源
氏
の
御
そ
う
に
も
は
な
れ
給
へ
り
し
の
ち
の
大

殿
わ
た
り
に
あ
り
け
る
わ
か
こ
た
ち
の
お
ち
と
ま
り
の

こ
れ
る
か
と
は
す
か
た
り
し
を
き
た
る
は

　

是
は
源
氏
の
御
そ
う
に
も
は
な
れ
と
は
源
氏
の
君
の

　

し
そ
ん
に
あ
ら
す
と
い
ふ
心
也
の
ち
の
大
臣
わ
た
り
と

　

は
ち
し
の
お
と
ゝ
の
ゝ
ち
ひ
け
く
ろ
の
太
政
大
臣
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
五
六
オ
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な
り
給
へ
る
を
い
へ
り

085
（
一
四
六
三
②
）　

竹
河
2�

む
ら
さ
き
の
ゆ
か
り
に
も
に
さ
ん
め
れ
と

　

玉
か
つ
ら
の
こ
と
を
そ
こ
に
も
ち
て
か
け
る
こ
と
は
也

　

そ
の
ゆ
へ
は
む
ら
さ
き
の
う
へ
も
玉
か
つ
ら
も
源
氏

　

の
御
子
の
や
う
に
な
り
お
は
し
ま
し
た
り
し
か
な
と

　

紫
上
は
の
ち
に
ほ
ん
た
い
に
な
り
給
へ
り
玉
か
つ
ら
も

　

す
こ
し
源
氏
の
忍
ひ
に
あ
ひ
給
ふ
事
は
あ
り
し

　

か
と
う
へ
に
は
そ
の
よ
し
み
え
す
し
て
ひ
け
く
ろ
の

　

お
と
ゝ
の
し
つ
に
な
り
給
へ
る
こ
と
を
い
は
ん
た
め
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
五
六
ウ

　

さ
る
に
よ
り
わ
る
こ
た
ち
の
と
は
す
か
た
り
し
た
る
と

　

は
い
へ
り
む
ら
さ
き
の
上
に
に
す
と
は
玉
か
つ
ら
の
事
也

086
（
一
四
六
三
③
）　

竹
河
3�

源
氏
の
御
す
ゑ
〳
〵
に
ひ
か
こ
と
ゝ
も
の
ま
し
り
て
き

こ
ゆ
る
は
わ
れ
よ
り
は
年
の
数
つ
も
り
た
り
け
る
人
の

ひ
か
こ
と
に
や
と
あ
や
し
か
る

　

あ
や
し
か
り
け
る
と
い
ふ
は
い
ま
の
わ
る
こ
た
ち
か
あ
や

　

し
か
り
け
る
な
る
へ
し
い
つ
れ
か
ま
こ
と
な
ら
ん
と
か
け

　

る
む
ら
さ
き
式
部
か
心
な
り
此
ま
き
の
は
し
め
こ
ゝ
ま
て

　

さ
ら
に
ふ
し
ん
を
は
る
け
か
た
き
也
こ
れ
ま
て
は
紫
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
五
七
オ

　

部
か
わ
か
身
は
よ
か
ら
ぬ
こ
と
に
し
る
せ
る
詞
と
も
な
り

087
（
一
四
六
六
④
）　

竹
河
4�

れ
ん
せ
い
院
に
御
子
の
や
う
に
お
ほ
し
か
し
つ
く
四
位

の
し
ゝ
う
そ
の
こ
ろ
十
四
五
は
か
り
に
て
い
と
き
ひ
わ

に
お
さ
な
か
る
へ
き
ほ
と
よ
り
は
心
を
き
て
お
と
な
〳
〵

し
く
め
や
す
く
人
に
ま
さ
り
た
り

　

是
は
か
ほ
る
の
ゆ
く
す
ゑ
を
し
る
し
侍
ら
ん
た
め
ま
つ

　

か
き
し
る
せ
り
是
は
か
ほ
る
中
将
の
巻
の
は
し
め
比
也

088
（
一
四
九
〇
⑫
）　

竹
河
5�

一
夜
の
月
か
け
は
は
し
た
な
か
り
し
わ
さ
か
な
蔵
人
の
少
将

の
月
の
ひ
か
り
に
か
ゝ
や
き
た
り
し
け
し
き
も
か
つ
ら
の
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
五
七
ウ

け
に
侍
る
に
は
あ
ら
す
や
あ
り
け
ん
雲
の
う
へ
ち
か
く

て
は
さ
し
も
み
え
さ
り
き
な
と
か
た
る

　

是
は
お
と
こ
た
う
か
の
侍
し
時
四
位
の
し
ゝ
う
哥
頭

　

に
て
右
の
お
と
ゝ
の
御
子
蔵
人
の
少
将
も
そ
の
人
数

　

に
て
れ
い
せ
ん
院
へ
ま
い
り
た
り
し
そ
の
こ
と
を
か
ほ
る

　

し
ゝ
う
の
院
の
女
は
う
に
た
う
か
の
事
を
か
た
り
給
ふ

　

こ
と
は
也
月
の
ひ
か
り
に
か
ゝ
や
き
た
り
し
か
と
は
少
将
も

　

か
た
ち
よ
き
人
な
り
さ
れ
と
か
つ
ら
の
か
け
に
侍
る
に
は

　

あ
ら
す
や
と
は
か
つ
ら
お
と
こ
に
は
あ
ら
す
や
と
い
ふ
心
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
五
八
オ
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雲
の
う
へ
ち
か
く
て
は
さ
し
も
み
え
さ
り
き
な
と
い
へ

　

る
そ
の
心
み
え
た
り

089
（
一
四
九
七
⑥
）　

竹
河
6�

左
大
臣
う
せ
給
ひ
て
後
右
は
左
に
と
う
大
納
言
は
左
大

将
か
け
給
へ
る
右
大
臣
に
な
り
給
ふ

　

う
せ
給
へ
る
左
大
臣
は
た
れ
と
も
み
え
す
右
は
左

　

に
と
は
夕
き
り
の
お
と
ゝ
左
に
て
ん
し
給
也
と
う

　

大
納
言
左
大
将
か
け
給
へ
る
右
大
臣
に
な
り
給
ふ
と

　

は
こ
う
は
い
の
巻
に
い
へ
る
大
納
言
の
事
也

090
（
一
四
九
七
⑦
）　

竹
河
7�

こ
の
か
ほ
る
中
将
は
中
納
言
に
三
位
の
君
は
さ
い
し
や
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
五
八
ウ

に
な
り
よ
ろ
こ
ひ
し
給
へ
り

　

三
位
の
君
と
は
い
せ
ん
に
い
へ
り
し
蔵
人
の
少
将
の

　

事
な
り
こ
れ
ら
は
み
な
こ
う
は
い
の
ま
き
の
し
ぶ
ん
し

　

ゐ
か
も
と
の
中
ほ
と
に
あ
た
る
へ
き
か

091
（
一
四
九
九
⑨
）　

竹
河
8�

み
や
す
所
も
か
や
う
に
そ
お
は
す
へ
か
め
る
う
ち
の
姫
君
の

心
と
ま
り
て
お
ほ
ゆ
る
も
か
う
さ
ま
な
る
け
は
ひ
の
お

か
し
き
そ
か
し
と
お
も
ひ

　

み
や
す
所
と
は
玉
か
つ
ら
の
む
す
め
れ
ん
せ
い
ゐ
ん
の
御

　

子
を
う
み
給
へ
り
し
よ
り
か
く
い
へ
り
か
や
う
に
そ
お
は
す　

」
五
九
オ

　

へ
か
め
る
と
い
へ
る
は
か
ほ
る
の
心
な
り
う
ち
の
ひ
め
君

　

と
は
あ
け
ま
き
の
大
君
の
こ
と
な
る
へ
し

092
（
一
五
〇
〇
⑩
）　

竹
河
9�

左
の
大
殿
の
さ
い
し
や
う
の
中
将
大
き
や
う
の
又
の
日
夕

つ
け
て
ま
い
り

　

大
き
や
う
は
夕
き
り
の
左
大
臣
に
な
り
給
へ
る
と
き

　

の
こ
と
な
り
さ
い
し
や
う
の
中
将
ゆ
ふ
つ
け
て
ま
い
り

　

給
と
は
玉
か
つ
ら
の
か
た
へ
也
心
は
み
や
す
所
に
か
け

　

そ
め
し
心
は
な
れ
す
し
て
な
を
し
た
ひ
よ
る
心
也

093
（
一
五
〇
一
⑥
）　

竹
河
10�

さ
い
し
や
う
は
と
か
く
つ
き
〳
〵
し
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
五
九
ウ

　

此
ま
き
の
は
て
に
何
こ
と
ゝ
も
な
く
か
く
か
け
る
事

　

お
ほ
き
な
る
ふ
し
ん
な
り
た
ゝ
し
た
ゝ
い
ま
い
へ
る
さ

　

い
し
や
う
の
中
将
玉
か
つ
ら
の
み
や
す
所
を
い
か
に
か
な

　

と
我
思
ひ
の
せ
つ
な
る
こ
と
を
つ
き
〳
〵
し
く
い
ひ

　

よ
る
心
な
る
へ
し

　
　
　

は
し
姫

094
（
一
五
一
六
⑤
）　

橋
姫
1�

み
か
と
は
御
こ
と
つ
て
に
て
あ
は
れ
な
る
御
す
ま
ゐ
を

人
つ
て
に
き
く
事
な
と
き
こ
え
給
て

世
を
い
と
ふ
心
は
山
に
か
よ
へ
と
も
や
へ
た
つ
雲
を
君
や
へ
た
つ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
六
〇
オ
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此
哥
の
心
は
よ
を
の
か
れ
思
ひ
す
ま
し
た
る
人
は
浮
世

　

の
人
を
は
い
と
ふ
な
ら
ひ
な
れ
は
そ
の
心
に
て
君
や
へ
た

　

つ
る
と
よ
み
給
へ
る
に
や
や
へ
た
つ
雲
は
物
を
へ
た

　

つ
る
も
の
な
れ
は
そ
の
え
む
に
て
君
や
へ
た
つ
る

　

と
い
は
ん
た
め
に
を
け
る
詞
な
る
へ
し

095
（
一
五
一
九
⑭
）　

橋
姫
2�

お
か
し
き
や
う
に
も
ま
め
や
か
な
る
さ
ま
に
も
心
よ
せ

つ
か
う
ま
つ
り
給
ふ
事
み
と
せ
は
か
り
に
な
り
ぬ

　

是
は
か
ほ
る
宇
治
の
宮
へ
ち
か
つ
き
ま
い
り
給
ふ
年

　

比
に
な
る
こ
と
を
い
へ
り
し
か
れ
は
十
九
に
て
さ
い
し
や
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
六
〇
ウ

　

の
中
将
に
な
り
給
ふ
よ
し
匂
兵
部
卿
の
巻
に
み
ゆ

　

此
比
は
廿
二
は
か
り
の
と
し
な
る
へ
し
是
に
つ
け
て

　

ま
き
の
う
つ
り
か
は
る
と
し
花
鳥
の
御
せ
つ
い
か
ゝ

　

と
み
え
侍
り

　
　
　

し
ゐ
か
も
と

096
（
一
五
七
三
⑫
）　

椎
本
１�

す
い
給
へ
る
や
う
に
人
は
き
こ
え
な
す
へ
か
め
れ
と
心
の
そ

こ
あ
や
し
く
ふ
か
う
お
は
す
る
宮
な
り
な
を
さ
り
こ
と
な
と

の
給
ふ
わ
た
り
の
心
か
ろ
う
て
な
ひ
き
や
す
な
る
な
と
を

め
つ
ら
し
か
ら
ぬ
も
の
に
思
ひ
お
と
し
給
ふ
に
や
と
な
ん
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
六
一
オ

く
こ
と
も
侍
り

　

是
は
か
ほ
る
の
う
ち
の
姫
君
の
中
の
宮
に
兵
部
卿
を

　

あ
は
せ
奉
ら
ん
と
し
給
ふ
に
心
う
つ
り
や
す
く
あ

　

た
人
に
て
お
は
す
る
よ
し
を
あ
ね
君
の
き
ゝ
を
き

　

給
て
さ
ら
に
う
け
ひ
き
給
は
ぬ
を
そ
れ
を
よ
く
兵
部
卿

　

の
み
や
の
心
の
そ
こ
あ
た
な
ら
ぬ
こ
と
を
の
給
ひ
し
ら
す
る

　

詞
也
心
か
ろ
う
て
な
ひ
き
や
す
な
る
を
め
つ
ら
し
か
ら
ぬ

　

も
の
に
お
も
ひ
お
と
し
給
ふ
と
は
宮
の
さ
や
う
の
物
に

　

こ
そ
御
心
と
ま
ら
ぬ
ゆ
へ
に
あ
た
に
も
み
ゆ
れ
ま
こ
と
に
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
六
一
ウ

　

る
へ
き
人
に
は
さ
や
う
に
あ
る
ま
し
き
よ
し
の
給
へ
る
也

097
（
一
五
七
四
①
）　

椎
本
2�

な
に
事
も
あ
る
に
し
た
か
ひ
て
心
を
た
つ
る
か
た
も
な

く
を
と
け
た
る
人
こ
そ
世
の
も
て
な
し
に
し
た
か
ひ
て
と

あ
る
も
か
ゝ
る
も
な
の
め
に
み
な
し
す
こ
し
心
に
た
か
ふ

ふ
し
あ
る
も
い
か
ゝ
は
せ
ん
さ
る
へ
き
に
そ
な
と
思
ひ
な

す
へ
か
め
れ
は
中
〳
〵
心
な
か
き
た
め
し
に
な
る
や
う
も
有

　

此
心
は
せ
し
や
う
の
人
の
心
か
く
る
も
あ
る
よ
し
を
ま

　

へ
い
ひ
出
給
ふ
也
た
と
へ
は
世
に
よ
く
心
を
き
は
め
て

　

物
し
つ
か
な
る
人
に
は
あ
ら
て
お
と
け
て
も
う
き
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
六
二
オ



71

　

る
も
の
は
う
ち
み
る
所
も
極
心
さ
う
に
み
ゆ
る
も

　

の
な
り
さ
や
う
の
人
は
と
あ
る
も
か
ゝ
る
も
大
か
た
に

　

み
な
し
て
た
か
ふ
ふ
し
あ
る
時
も
い
か
ゝ
は
せ
ん
ち
か
ら

　

な
し
な
と
思
ひ
な
し
て
た
え
ぬ
る
人
も
あ
る
も
の
也

　

そ
れ
は
よ
く
心
を
き
は
め
た
る
に
て
は
な
く
て
た
ゝ

　

を
と
け
た
る
き
に
て
よ
き
に
は
あ
ら
す
と
い
ふ
こ
と

　

を
の
給
ひ
い
て
た
る
也

098
（
一
五
七
四
④
）　

椎
本
3�

く
つ
れ
そ
め
て
は
た
つ
た
の
川
の
に
こ
る
名
を
も
け

か
し
い
ふ
か
ひ
な
く
な
こ
り
な
き
や
う
な
る
こ
と
も
う
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
六
二
ウ

ま
し
る
め
り

　

是
も
以
前
の
こ
と
葉
の
す
ゑ
な
り
を
と
け
た
る

　

も
の
は
極
心
な
る
や
う
に
あ
れ
と
ま
こ
と
に
心
を

　

お
さ
め
ぬ
ゆ
へ
に
川
き
し
の
く
つ
る
ゝ
や
う
に
思
ひ

　

の
ほ
か
の
心
も
い
て
く
る
と
い
ふ
き
也
こ
れ
は
兵
部
卿

　

の
宮
は
う
へ
は
あ
た
に
み
ゆ
れ
と
そ
こ
ふ
か
く
お
さ
め

　

た
ま
へ
る
人
な
れ
は
ま
こ
と
に
あ
た
〳
〵
し
き
こ
と
は

　

あ
る
ま
し
き
よ
し
を
あ
ね
君
に
か
ほ
る
の
か
た
り
給

　

へ
る
こ
と
は
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
六
三
オ

　
　
　

あ
け
ま
き

099
（
一
六
一
一
⑩
）　

総
角
1�

秋
の
け
し
き
も
し
ら
す
か
ほ
に
あ
を
き
え
た
の
か
た

え
い
と
こ
く
も
み
ち
た
る

お
な
し
え
を
わ
き
て
そ
め
け
る
山
姫
に
い
つ
れ
か
ふ
か
き
色
と
ゝ
は
は
や

　

此
哥
は
か
ほ
る
姫
君
の
か
た
へ
お
は
し
け
る
を
よ
く
の
か

　

れ
給
て
さ
し
か
く
れ
給
へ
る
に
そ
れ
を
も
し
ら
て
中

　

君
に
そ
の
夜
ほ
の
か
に
あ
ひ
給
て
後
か
ほ
る
よ
り

　

こ
う
て
う
の
文
に
は
あ
ら
て
あ
ね
君
の
か
た
へ
此
哥

　

を
つ
か
は
し
給
へ
り
此
心
は
し
ゐ
か
も
と
の
巻
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
六
三
ウ

　

此
ま
き
に
い
た
る
ま
て
あ
ま
り
に
ひ
め
君
の
わ
れ
に

　

の
か
れ
給
へ
る
を
か
こ
ち
て
兵
部
卿
の
宮
に
御
心
も
ひ

　

く
や
の
や
う
に
い
ひ
な
し
給
ふ
事
た
ひ
〳
〵
な
り
そ

　

の
心
に
て
同
し
え
を
と
は
宮
と
わ
れ
と
は
か
は
ら
ぬ
を

　

み
や
に
御
心
そ
む
や
と
い
は
ん
と
て
わ
き
て
そ
め

　

け
る
山
ひ
め
と
よ
め
り
い
つ
れ
か
御
心
さ
し
ふ
か
ゝ
ら
ん

　

と
い
へ
る
心
な
り

100
（
一
六
一
二
③
）　

総
角
2�

御
返
し

山
ひ
め
の
そ
む
る
心
は
し
ら
ね
と
も
う
つ
ろ
ふ
か
た
や
ふ
か
き
成
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
六
四
オ
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此
心
は
か
ほ
る
の
ゝ
給
ふ
か
た
を
は
一
か
う
に
い
は
て
た
ゝ

　

山
ひ
め
の
そ
む
る
こ
の
葉
の
い
ろ
に
い
ひ
な
せ
り
お
も

　

し
ろ
く
や
又
あ
る
せ
つ
お
な
し
え
を
わ
き
て
そ
め

　

け
る
と
は
き
や
う
た
い
の
女
宮
な
か
ら
ひ
め
君
に
か
ほ

　

る
の
心
を
そ
め
け
る
と
也
い
つ
れ
か
ふ
か
き
い
ろ
と
ゝ

　

は
ゝ
や
と
は
と
ひ
給
へ
か
し
と
の
心
な
り
返
し
の
心
は

　

す
て
に
中
君
に
う
つ
ろ
ひ
給
ひ
ぬ
れ
は
心
さ
し

　

の
ふ
か
き
か
た
な
る
へ
し
と
い
ひ
の
か
れ
給
へ
る
心
に
や
云

〻

101
（
一
六
二
五
⑬
）　

総
角
3�

こ
は
た
の
山
に
馬
は
い
か
ゝ
侍
へ
き
い
と
も
の
ゝ
き
こ
え
や
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
六
四
ウ

は
り
所
な
る
ら
ん

　

是
は
こ
は
た
の
山
に
馬
は
あ
れ
と
ゝ
い
ふ
哥
に
て
か
け
り

　

心
は
兵
部
卿
の
宮
中
君
の
か
た
へ
三
日
夜
に
お
は
し
ま

　

さ
ん
と
お
ほ
し
立
け
れ
と
人
め
を
は
ゝ
か
り
て
暮
ゆ
け

　

は
か
ほ
る
の
思
ひ
わ
ひ
て
車
な
と
は
所
せ
く
に
は
か
に
は

　

な
と
お
ほ
し
て
馬
に
て
も
お
は
し
ま
さ
ん
や
の
心
也

102
（
一
六
六
四
⑦
）　

総
角
4�

世
の
人
の
す
さ
ま
し
き
こ
と
に
い
ふ
な
る
し
は
す
の
月
夜

の
く
も
り
な
く
さ
し
出
た
る
を
す
た
れ
ま
き
あ
け
て
み

給
へ
は
む
か
ひ
の
寺
の
か
ね
の
こ
ゑ
枕
を
そ
は
た
て
ゝ
け
ふ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
六
五
オ

暮
ぬ
と
か
す
か
な
る
ひ
ゝ
き
を
き
ゝ
て

　

是
も
遺
愛
寺
の
か
ね
は
ま
く
ら
を
そ
は
た
て
ゝ
と

　

い
ふ
詩
を
吟
し
て
け
ふ
も
く
れ
ぬ
と
か
す
か
な
る
ひ
ゝ
き

　

を
き
ゝ
て
と
い
ふ
所
つ
ゝ
き
夕
の
や
う
に
き
よ
ゆ
た
ゝ

　

こ
れ
は
月
に
す
た
れ
を
ま
き
あ
け
て
此
詞
を
き
ん

　

し
給
ふ
つ
ゐ
て
に　

山
鳥
の
い
り
あ
ひ
の
か
ね
の
こ
ゑ
こ
と
に

　

と
い
ふ
哥
を
き
ん
し
そ
へ
給
さ
ま
せ
か
ほ
る
の
ひ
め
君
う

　

せ
給
ひ
て
の
ち
つ
れ
〳
〵
と
い
み
に
こ
も
り
て
月

　

日
を
を
く
り
給
そ
の
あ
は
れ
を
思
ひ
つ
ゝ
く
る
心
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
六
五
ウ

　

る
へ
し
遺
愛
寺
鐘
欹
枕
聴
と
い
ふ
詩
の
こ
と
は
と

　

い
り
あ
ひ
の
か
ね
の
こ
ゑ
こ
と
に
け
ふ
も
く
れ
ぬ
と
い
ふ

　

哥
と
を
も
つ
て
か
け
り
む
か
ひ
の
寺
の
か
ね
の
こ
ゑ

　

に
月
さ
し
出
た
る
時
分
け
ふ
も
く
れ
ぬ
と
く
は
ん
し
給
ふ

　

心
な
る
へ
し
宇
治
の
ひ
め
き
み
の
う
せ
給
ふ
て
後
つ

　

れ
〳
〵
と
こ
も
り
給
ふ
そ
の
あ
は
れ
を
思
ひ
つ
ゝ
け

　

給
ふ
お
り
な
り
ま
へ
の
こ
と
は
に
ひ
ね
も
す
に
な
か
め

　

く
ら
し
て
と
あ
り

　
　
　

さ
わ
ら
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
六
六
オ
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103
（
一
六
八
二
⑨
）　

早
蕨
１�

中
納
言
殿
よ
り
御
く
る
ま
御
せ
ん
な
と
人
〻
は
か
せ
な

と
た
て
ま
つ
れ
給
ふ

は
か
な
し
や
霞
の
衣
た
ち
し
ま
に
花
の
ひ
も
と
く
お
り
も
き
に
け
り

　

此
哥
の
心
は
中
の
君
あ
ね
宮
の
ふ
く
に
て
そ
の

　

衣
か
へ
の
比
い
ろ
〳
〵
の
き
ぬ
な
と
を
か
ほ
る
よ
り
ま

　

い
ら
せ
給
へ
る
時
の
哥
な
り
じ
せ
つ
の
ほ
と
な
き
事

　

を
い
へ
り
花
の
ひ
も
と
く
は
大
方
ち
よ
ふ
く
の
心
な
か
ら

　

都
へ
い
て
給
ふ
へ
き
い
わ
ゐ
の
心
も
侍
る
へ
き
に
や

104
（
一
六
八
五
⑧
）　

早
蕨
2�

つ
れ
〳
〵
の
ま
き
ら
は
し
も
世
の
う
き
な
く
さ
め
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
六
六
ウ

心
と
ゝ
め
て
あ
そ
ひ
給
ひ
し
も
の
を
な
と
心
に
あ
ま
り

給
へ
は

み
る
人
も
あ
ら
し
に
ま
よ
ふ
山
里
に
昔
お
ほ
ゆ
る
花
の
か
そ
す
る

　

此
哥
の
か
み
の
句
は
中
の
君
の
わ
か
身
都
へ
出
給
ふ

　

へ
き
の
心
な
り
む
か
し
お
ほ
ゆ
る
と
は
梅
の
香
に
よ

　

そ
へ
て
あ
ね
宮
の
御
心
を
お
も
ひ
い
て
給
ふ
心
成
へ
し

　
　
　

や
と
り
木

105
（
一
七
〇
一
①
）　

宿
木
１�

其
比
藤
つ
ほ
と
き
こ
ゆ
る
は
故
左
大
臣
殿
の
女
御
に

な
ん
お
は
し
け
る
ま
た
と
う
く
う
と
聞
え
さ
せ
し
と
き　
　
　
　

」
六
七
オ

人
よ
り
さ
き
に
ま
い
り
給
ふ
に
し
か
は
む
つ
ま
し
く
あ

は
れ
な
る
か
た
の
御
思
ひ
は
こ
と
に
も
の
し
給
ふ
め
れ
と

　

此
女
御
た
れ
と
も
み
え
す
む
め
か
え
に
左
の
お
と
ゝ

　

の
御
む
す
め
と
て
れ
い
け
い
て
ん
と
侍
り
し
そ
れ
に

　

や
名
は
か
は
る
こ
と
も
侍
へ
き
に
や
こ
ゝ
に
ま
た
と
う

　

く
う
と
き
こ
え
し
時
人
よ
り
さ
き
に
ま
い
り
給
こ
と

　

有
梅
か
え
に
源
氏
の
君
い
ま
の
中
宮
の
ま
い
り

　

給
へ
き
を
を
さ
へ
て
左
の
お
と
ゝ
の
御
む
す
め
を
ま
い
ら

　

せ
さ
せ
給
ひ
し
事
人
よ
り
さ
き
に
と
い
へ
る
に
か
な
へ
は
も
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
六
七
ウ

　

と
も
う
た
か
ひ
な
き
也

106
（
一
七
〇
二
③
）　

宿
木
2�

女
御
な
つ
の
比
も
の
ゝ
け
に
わ
つ
ら
ひ
給
ひ
て
い
と
は
か

な
く
う
せ
給
ひ
ぬ

　

是
は
ふ
ち
つ
ほ
の
女
御
の
御
事
也

107
（
一
七
〇
四
④
）　

宿
木
3�

御
碁
な
と
う
た
せ
給
く
れ
ゆ
く
ま
ゝ
に
し
く
れ
を
か
し

き
ほ
と
に
て
花
の
色
も
夕
は
へ
し
た
る
を
御
ら
ん
し
て

　

是
は
今
上
か
ほ
る
中
納
言
と
御
碁
う
た
せ
給
て
き

　

く
一
枝
ゆ
る
す
な
と
の
給
ひ
し
比
な
り
こ
れ
は
藤
つ

　

ほ
の
女
御
な
つ
の
比
う
せ
給
ふ
そ
の
と
し
の
こ
と
成
へ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
六
八
オ
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あ
け
ま
き
の
大
君
う
せ
給
へ
る
よ
く
ね
ん
の
こ
と
な

　

る
へ
き
か

108
（
一
七
〇
八
②
）　

宿
木
４�

左
大
臣
殿
に
は
い
そ
き
た
ち
て
八
月
は
か
り
に
と
き
こ

え
給
ひ
け
り

　

是
は
左
の
お
と
ゝ
の
六
君
を
兵
部
卿
の
宮
に
あ

　

は
せ
た
て
ま
つ
り
給
へ
き
の
さ
た
め
な
り
此
比
は
う

　

は
そ
く
の
宮
の
第
三
年
に
あ
た
る
へ
し

109
（
一
七
一
八
⑦
）　

宿
木
5�

こ
の
廿
日
あ
ま
り
の
ほ
と
に
か
の
ち
か
き
寺
の
か
ね
の

こ
ゑ
も
き
ゝ
わ
た
さ
ま
ほ
し
く
お
ほ
え
侍
る
を
忍
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
六
八
ウ

て
わ
た
さ
せ
給
ふ
て
ん
や

　

是
は
う
は
そ
く
の
宮
の
第
三
年
の
ほ
う
し
の
つ
ひ
て

　

に
中
君
の
二
条
院
に
て
か
ほ
る
へ
か
く
の
給
や
る
詞
也

110
（
一
七
二
六
⑨
）　

宿
木
6�

お
も
ふ
や
う
な
る
世
も
あ
ら
は
人
に
ま
さ
り
け
る
心
さ
し

の
ほ
と
し
ら
せ
た
て
ま
つ
る
へ
き
一
ふ
し
な
ん
あ
る
た
は

や
す
く
は
こ
と
い
つ
へ
き
こ
と
に
も
あ
ら
ね
は
命
の
み
こ
そ

な
と
の
給
ふ
程
に

　

是
は
二
条
院
に
て
中
君
に
兵
部
卿
の
宮
の
ゝ

　

た
ま
へ
る
こ
と
な
り
此
一
ふ
し
と
い
へ
る
事
あ
ら
は
に　
　
　

」
六
九
オ

　

そ
の
こ
と
は
り
み
え
す
此
心
は
春
宮
御
く
ら
ゐ
に

　

つ
き
給
は
ゝ
兵
部
卿
宮
を
春
宮
に
た
て
奉
ら
せ

　

ら
る
へ
き
御
心
う
へ
の
お
ほ
し
け
る
こ
と
を
心
に
も
ち

　

て
し
か
ら
は
わ
か
身
位
に
も
つ
き
給
は
ゝ
き
さ
き
に

　

も
此
君
を
と
お
ほ
す
宮
の
御
心
な
り

111
（
一
七
七
八
⑫
）　

宿
木
7�

あ
せ
ち
の
大
納
言
は
我
こ
そ
か
ゝ
る
め
も
み
ん
と
思
ひ
し

か
ね
た
の
わ
さ
や
と
思
ひ
ゐ
た
ま
へ
り
此
宮
の
は
ゝ

女
御
を
そ
む
か
し
心
か
け
き
こ
え
給
ひ
け
る
を
ま
い
り

給
ひ
て
後
も
な
を
思
ひ
は
な
れ
ぬ
さ
ま
に
き
こ
え
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
六
九
ウ

よ
ひ
給
ひ
て
は
て
は
宮
を
え
た
て
ま
つ
ら
ん
の
心
つ
き

た
り
け
れ
は
御
う
し
ろ
み
の
そ
む
け
し
き
も
ら
し
申
け
れ
と

　

是
は
か
ほ
る
大
納
言
の
女
宮
ふ
ち
の
え
む
の
時
天

　

盃
た
ま
は
り
給
ふ
を
み
て
此
大
納
言
の
我
こ
そ
と

　

は
お
も
ふ
心
也
此
大
納
言
誰
と
も
み
え
す
尋
ぬ
へ
し

　
　
　

あ
つ
ま
や

112
（
一
八
二
五
⑥
）　

東
屋
１�

う
こ
ん
と
て
た
ゆ
ふ
か
む
す
め
の
さ
ふ
ら
ふ
き
て
か
う
し
お

ろ
し
て
こ
ゝ
に
よ
り
て
な
り
あ
な
く
ら
や
ま
た
お
ほ
と
の

あ
ふ
ら
も
ま
い
ら
さ
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
七
〇
オ
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是
は
兵
部
卿
の
宮
の
う
き
ふ
ね
の
君
を
は
し
め
て

　

二
条
院
に
て
み
そ
め
給
ひ
し
時
の
事
也
う
き
ふ
ね

　

の
巻
に
て
う
こ
ん
と
い
ひ
し
人
も
こ
ゝ
に
あ
り
と

　

兵
部
卿
の
御
ら
ん
し
て
お
ほ
し
た
り
し
此
人
に
や

　

さ
り
な
か
ら
そ
れ
に
は
あ
ら
さ
る
へ
き
か
ふ
し
ん
あ
る

　

に
よ
り
か
き
い
て
侍
る
也

113
（
一
八
三
九
⑬
）　

東
屋
2�

は
ゝ
君
た
つ
や
と
い
と
あ
は
れ
な
る
文
を
か
き
て
お
こ

せ
た
ま
ふ

　

是
は
ひ
た
ち
の
守
の
北
の
か
た
の
う
き
舟
の
き
み
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
七
〇
ウ

　

ひ
そ
か
な
る
所
に
す
へ
て
心
ほ
そ
き
す
ま
ゐ
を
お
も

　

ひ
や
り
て
文
た
て
ま
つ
り
し
時
の
こ
と
を
い
へ
り
此
ひ
め

　

君
は
我
む
す
め
な
れ
と
八
宮
の
御
子
な
れ
は
わ
か

　

子
の
様
に
は
思
ふ
ま
し
け
れ
と
あ
は
れ
な
る
や
と
り

　

の
さ
ま
を
と
ひ
た
て
ま
つ
る
時
大
か
た
の
人
の
は
ゝ

　

な
と
の
様
に
文
ま
い
ら
す
る
心
を
か
け
る
也
た
つ
と
は

　

や
う
に
と
い
ふ
心
な
り
は
ゝ
君
な
と
の
や
う
に
と
か
け

　

る
は
う
や
ま
ふ
へ
き
人
の
心
此
こ
と
は
に
て
み
え
侍
る

　

に
や
は
ゝ
君
た
つ
や
と
ゝ
他
本
に
あ
り
如
何
お
な
し
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
七
一
オ

　

は
り
に
や

　
　
　

う
き
船

114
（
一
八
六
四
④
）　

浮
舟
１�

う
つ
ち
お
か
し
う
つ
れ
〳
〵
な
り
け
る
人
の
し
わ
さ
と
み

え
た
り
山
た
ち
は
な
つ
く
り
て
つ
ら
ぬ
き
そ
へ
た
る
枝
に

　

是
は
か
ほ
る
手
な
ら
ひ
の
君
を
う
ち
に
を
き
給
へ
る
か

　

た
よ
り
中
の
君
の
御
は
ら
の
わ
か
君
の
か
た
へ
ま
い
ら

　

せ
ら
る
ゝ
う
つ
ち
の
さ
ま
な
り
哥
の
心
は
ま
た
ふ

　

り
ぬ
も
の
に
は
あ
れ
と
ゝ
は
ま
た
ふ
り
を
た
ち
い

　

れ
て
よ
め
り
心
は
わ
か
身
に
ま
た
ふ
り
ぬ
心
也
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
七
一
ウ

　

な
ら
は
ぬ
こ
と
な
れ
と
君
か
た
め
に
と
い
ふ
心
な
り
ま

　

つ
と
し
ら
な
ん
と
は
ゆ
く
す
ゑ
の
さ
か
へ
を
ま
つ
と
し
れ
と

　

い
ふ
心
也
も
し
松
の
え
た
な
と
に
て
ま
た
ふ
り
を

　

お
か
し
く
し
て
う
つ
ち
に
そ
ふ
る
も
の
に
や
た
つ
ぬ
へ
し

　

な
を
ふ
れ
ぬ
こ
と
を
ふ
り
ぬ
と
い
ふ
へ
き
儀
お
ほ
つ

　

か
な
け
れ
と
も
古
今
の
哥
に

　

た
の
め
こ
し
こ
と
の
は
今
は
返
し
て
ん
わ
か
身
ふ
る
れ
は
を
き
所
な
し

　

と
い
ふ
哥
は
お
と
こ
の
文
を
か
へ
す
と
て
よ
め
る
哥
也

　

わ
か
身
ふ
る
れ
は
と
は
ふ
る
さ
れ
ぬ
れ
は
と
い
へ
る
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
七
二
オ
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に
よ
め
れ
は
ま
た
ふ
り
ぬ
と
い
へ
る
も
ま
た
ふ
れ
ぬ

　

と
い
ふ
心
に
か
な
ふ
へ
き
に
や

115
（
一
八
六
九
⑪
）　

浮
舟
2�

う
ち
つ
け
め
か
と
な
を
う
た
か
は
し
き
に
う
こ
ん
と
な
の

り
し
わ
か
人
も
あ
り

　

是
は
兵
部
卿
の
宮
う
き
船
の
君
の
か
た
へ
は
し
め
て

　

お
は
し
て
も
の
ゝ
ひ
ま
よ
り
み
給
へ
る
時
の
こ
と
な
り

　

う
こ
ん
と
な
の
り
し
人
と
は
二
条
院
に
て
た
い
ふ
か
む

　

す
め
の
う
こ
ん
か
事
な
る
へ
し
し
か
れ
と
も
此
う
こ
ん

　

は
た
ゆ
ふ
か
に
は
あ
ら
さ
る
む
す
め
の
よ
し
か
け
ろ
ふ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
七
二
ウ

　

み
ゆ
い
か
ゝ

116
（
一
八
八
七
⑪
）　

浮
舟
3�

山
の
か
た
は
か
す
み
へ
た
て
ゝ
さ
む
き
す
さ
き
に
た
て
る
か

さ
ゝ
き
の
す
か
た
も
所
か
ら
は
い
と
お
か
し
う
み
ゆ
る
に

　

か
さ
さ
き
と
は
か
ら
す
の
こ
と
也
い
ま
こ
ゝ
に
か
け
る
は

　

つ
ね
の
さ
き
の
事
な
り
と
み
ゆ
か
き
た
か
ふ
る
事
に

　

や
ま
た
さ
き
と
い
ふ
へ
け
れ
と
何
と
な
く
か
さ
ゝ
き
と

　

い
へ
は
こ
と
葉
の
お
も
し
ろ
く
き
こ
ゆ
れ
は
な
す
ら
へ
て

　

物
か
た
り
の
さ
く
し
や
か
き
け
る
に
や
と
み
ゆ
い
か
ん

　
　
　

か
け
ろ
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
七
三
オ

117
（
一
九
四
六
⑩
）　

蜻
蛉
１�

な
か
こ
も
り
し
給
は
ん
も
い
と
ひ
ん
な
し
い
き
と
い
き
て
立

か
へ
ら
ん
も
心
く
る
し
な
と
お
ほ
し
わ
つ
ら
ふ
月
た
ち
て

け
ふ
そ
わ
た
ら
ま
し
と
お
ほ
し
い
て
給
ふ

　

此
月
立
て
と
は
さ
月
な
る
へ
し
つ
き
の
詞
に
お
ま

　

へ
ち
か
き
た
ち
は
な
の
香
の
な
つ
か
し
き
に
時
鳥
の
一

　

こ
ゑ
は
か
り
な
き
て
わ
た
る
や
と
に
か
よ
は
ゝ
と
ひ
と
り

　

こ
ち
給
ふ
も
あ
か
ね
は
な
と
侍
れ
は
う
た
か
ひ
な
き
五

　

月
也
あ
る
人
ふ
し
ん
に
い
へ
る
こ
と
侍
れ
は
か
く
し
る
し

　

つ
け
侍
る
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
七
三
ウ

118
（
一
九
七
七
⑭
）　

蜻
蛉
2�

女
た
に
か
く
心
や
す
く
は
あ
ら
し
か
し
さ
す
か
に
さ
る
へ
か
ら
ん

事
を
し
へ
き
こ
え
ぬ
へ
く
あ
り
や
う
〳
〵
み
し
り
給
へ

か
め
れ
は
う
れ
し
き
と
の
給
へ
は

　

是
は
か
ほ
る
中
納
言
后
宮
の
女
は
う
と
も
の
侍
る
所

　

に
お
は
し
て
わ
か
心
の
あ
た
に
な
き
さ
ま
を
の
た
ま
へ
る

　

こ
と
葉
也

119
（
一
九
七
八
②
）　

蜻
蛉
3�

い
と
い
ら
へ
に
く
ゝ
の
み
思
ふ
な
か
に
弁
の
お
も
と
ゝ
て
な
れ

た
る
お
と
な
そ
も
む
つ
ま
し
く
思
ひ
き
こ
ゆ
へ
き
ゆ
へ

な
き
人
の
は
ち
き
こ
え
侍
ら
ぬ
や
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
七
四
オ
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是
は
わ
か
き
と
ち
は
か
ほ
る
の
返
事
を
き
こ
え
に
く

　

く
思
ふ
ほ
と
に
弁
の
お
も
と
ゝ
い
ふ
か
は
ち
き
こ
え

　

ぬ
や
は
侍
る
へ
き
と
い
ふ
こ
と
也

120
（
一
九
七
八
③
）　

蜻
蛉
4�

物
は
さ
こ
そ
は
中
〳
〵
侍
る
め
れ
か
な
ら
す
そ
の
ゆ
へ
た
つ

ね
て
う
ち
と
け
御
ら
ん
せ
ら
る
ゝ
に
し
も
侍
ら
ね
と

か
は
か
り
お
も
な
く
つ
く
り
そ
め
て
け
る
身
に
お
は
さ
ら
ん

も
か
た
は
ら
い
た
く
て
な
ん
と
き
こ
ゆ
れ
は�

　

物
は
さ
こ
そ
は
中
〳
〵
侍
る
め
れ
と
は
世
に
か
ゝ
る
こ
と
の

　

侍
る
也
と
ま
つ
い
へ
る
心
は
み
な
わ
か
き
人
の
は
ち
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
七
四
ウ

　

返
事
せ
ぬ
を
弁
は
す
こ
し
お
と
な
し
き
人
な
れ
は
そ
は

　

に
て
此
か
へ
り
事
を
い
は
ん
は
身
に
あ
た
ら
ね
と
こ

　

の
御
返
を
申
さ
て
は
の
心
也
そ
れ
を
い
は
ん
と
て
か

　

く
お
も
な
く
つ
く
り
そ
め
て
け
る
身
に
お
は
さ
ら
ん

　

か
た
は
ら
い
た
く
て
と
は
い
へ
り
是
を
は
ち
な
く
わ
か

　

申
事
を
思
ひ
て
い
ふ
詞
也
な
を
物
は
さ
こ
そ
と
は
人
の

　

い
ふ
へ
き
こ
と
を
そ
は
に
て
い
ふ
こ
と
し
せ
ん
ま
た
世
に

　

有
事
な
る
を
か
く
い
へ
り

121
（
一
九
七
八
⑥
）　

蜻
蛉
5�

は
つ
へ
き
ゆ
へ
あ
ら
し
と
思
ひ
さ
た
め
給
て
け
る
こ
そ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
七
五
オ

ち
お
し
け
れ
な
と
の
給
て

　

是
は
弁
の
君
は
わ
か
き
た
く
ひ
の
や
う
に
は
ち
き

　

こ
え
か
た
く
て
と
い
へ
る
を
か
ほ
る
の
我
に
は
は
つ
へ
き
ゆ

　

へ
あ
ら
し
と
の
給
ふ
こ
そ
口
お
し
け
れ
と
の
給
へ
る
也

122
（
一
九
八
一
④
）　

蜻
蛉
6�

さ
う
の
こ
と
い
と
な
つ
か
し
う
ひ
き
す
さ
ふ
つ
ま
を
と

の
お
か
し
う
き
こ
ゆ
思
ひ
か
け
ぬ
に
よ
り
お
は
し
て
な
と
か
く

ね
た
ま
し
か
ほ
に
か
き
な
ら
し
給
と
の
給
ふ
に
み
な
お

と
ろ
か
る
へ
か
め
れ
と
す
こ
し
あ
け
た
る
す
た
れ
う
ち
お
ろ

し
な
と
も
せ
す
お
き
あ
か
り
て
に
る
へ
き
こ
の
か
み
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
七
五
ウ

侍
る
へ
き
と
い
ら
ふ
る
こ
ゑ
中
将
の
お
も
と
ゝ
か
い
ひ
つ
る

な
り
け
り
ま
ろ
こ
そ
御
は
ゝ
か
た
の
お
ち
な
れ
と
は
か

な
き
こ
と
を
の
給
ひ
て

　

是
は
女
一
宮
の
女
は
う
の
琴
ひ
く
所
へ
か
ほ
る
お
は

　

し
て
い
へ
る
詞
也
ね
た
ま
し
か
ほ
と
は
遊
仙
窟
に
女

　

の
琴
ひ
く
を
き
ゝ
て
い
へ
る
こ
と
あ
り
け
る
を
い
ま

　

か
ほ
る
の
よ
そ
へ
て
い
へ
る
な
り
に
る
へ
き
こ
の
か
み
や
侍

　

る
へ
き
と
い
ら
ふ
る
こ
ゑ
と
は
お
な
し
く
ゆ
う
せ
ん
く
つ
に

　

容よ
う
は
う
の
か
ほ
ば
せ
は

貌　
　

���
似おぢ

に
に
た
り

　
レ
舅�

播ば
ん

安あ
ん

仁じ
ん

之か

外は
ゝ
か
た
の
お
い
な
れ
は
也

姪　
　
　

��

気き
て
う
の
い
き
ざ
し
は

調　
　

��

如この
か
み
の
ご
と
し

　
レ
兄　

�

崔さ
い

季き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
七
六
オ
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娃け
い
が之
少を
と
い
も
う
と
な
れ
也

妹　
　

��

此
こ
と
は
の
う
ち
に
こ
の
か
み
の
こ
と
し
と　

　

い
ふ
こ
と
を
と
り
て
中
将
の
お
も
と
に
る
へ
き
こ
の
か

　

み
や
侍
る
へ
き
と
い
へ
り
心
は
か
ほ
る
の
北
の
か
た
は
女

　

一
宮
の
い
も
う
と
に
て
ま
し
ま
せ
は
そ
の
心
に
て
い
へ
る

　

也
ま
た
か
ほ
る
ま
ろ
こ
そ
御
母
か
た
の
お
ち
な
れ
と
の
給

　

へ
る
は
か
ほ
は
せ
お
ち
に
に
た
り
と
い
ふ
詞
あ
れ
は
ま

　

ろ
こ
そ
御
母
か
た
の
お
ぢ
な
れ
と
い
へ
り
是
は
女
一
宮
を

　

か
ほ
る
の
あ
は
れ
と
お
ほ
す
心
を
此
女
は
う
と
も
そ

　

の
心
を
し
り
て
い
へ
る
時
の
こ
と
な
り
か
ほ
る
も
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
七
六
ウ

　

其
心
あ
る
に
よ
り
ま
ろ
こ
そ
な
と
の
給
へ
る
也
時

　

の
さ
れ
こ
と
ゝ
も
な
る
へ
し

　
　
　

手
な
ら
ひ

123
（
二
〇
二
三
⑬
）　

手
習
１�

こ
よ
ひ
こ
の
人
〻
に
や
く
は
れ
ん
な
と
を
し
か
ら
ぬ
身

な
れ
と
れ
い
の
心
よ
は
き
は
一ひ

と
つは
し
あ
や
う
か
り
て
か
へ
り

き
た
り
け
ん
も
の
ゝ
や
う
に
わ
ひ
し
く
お
ほ
ゆ

　

是
は
手
な
ら
ひ
の
君
小
野
に
て
大
あ
ま
の
ふ
し
た
る

　

所
に
ね
給
へ
る
時
と
し
よ
り
の
を
そ
ろ
し
け
な
る
か

　

あ
ま
た
ゐ
て
此
君
を
み
や
り
た
る
な
と
を
お
そ
ろ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
七
七
オ

　

く
お
ほ
す
時
こ
の
こ
と
を
思
ひ
出
給
へ
り
一
橋は

し

あ
や
う

　

か
り
て
帰
る
と
は
む
か
し
身
を
な
け
ん
と
す
る
も
の

　

川
を
わ
た
る
に
ひ
と
つ
は
し
の
あ
り
け
る
を
わ
た
る

　

か
あ
や
う
け
れ
は
立
か
へ
り
し
こ
と
あ
り
と
な
り
そ
れ

　

を
我
身
に
よ
そ
へ
お
ほ
す
心
な
り
此
ふ
る
こ
と
し
る

　

せ
る
物
な
と
は
み
え
す
此
物
語
に
侍
る
う
へ
は
う
た
か
ひ

　

な
き
事
に
こ
そ
此
手
な
ら
ひ
の
君
は
う
ち
川
に
身

　

を
な
け
し
人
の
お
ほ
え
す
な
か
ら
へ
て
お
は
す
る
人
也

　

一
た
ひ
身
を
な
け
し
人
の
い
ま
此
も
の
に
や
く
は
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
七
七
ウ

　

む
と
お
そ
ろ
し
く
お
ほ
す
時
一
は
し
の
事
お
ほ
し

　

い
て
た
る
也

　
　
　

夢
の
う
き
は
し

124
（
二
〇
五
七
②
）　

夢
浮
橋
1�

此
人
も
な
く
な
り
給
へ
る
さ
ま
な
か
ら
さ
す
か
に
い
き
は

か
よ
ひ
て
お
は
し
け
れ
は
む
か
し
物
語
に
玉
ど
の
に
を

き
た
り
け
ん
人
の
た
と
ひ
を
思
ひ
い
て
ゝ
さ
や
う
な
る
こ
と

に
や
と
め
つ
ら
し
か
り
て

　

是
は
か
ほ
る
大
将
よ
川
に
の
ほ
り
給
ひ
し
時
僧
都
の

　

手
な
ら
ひ
の
君
の
う
ち
に
て
物
に
と
ら
れ
し
を
此
僧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
七
八
オ
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都
み
つ
け
給
ひ
し
こ
と
を
語
る
詞
也
玉
殿
の
事
河

　

海
花
鳥
に
も
此
ち
う
な
し
こ
ん
あ
ん
仁
徳
天
わ
う

　

な
に
は
に
て
春
宮
を
た
か
ひ
に
ゆ
つ
り
給
ひ
し
時

　

宇
治
の
宮
我
あ
れ
は
こ
そ
と
て
う
せ
給
ひ
け
る
に

　

お
ほ
さ
ゞ
き
の
み
こ
と
を
と
ろ
き
お
ほ
し
て
宇
治

　

に
お
は
し
ま
し
御
ら
む
せ
し
に
宇
治
の
宮
棺く

は
ん

に

　

あ
り
な
か
ら
お
き
給
て
わ
れ
は
天
め
い
な
り
な
と
の

　

給
ひ
て
ま
た
う
せ
給
ひ
け
る
こ
と
を
か
け
る
に
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
七
八
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此こ
の
い
つ
さ
つ

一
冊
宗そ
う
ぎ祇

法ほ
う
し師

抄せ
う

出
之
所
也
命め
い
じ
て

　
下��

可へ
き
の

　
二

　

一
覧ら
ん
す

　
一
由よ
し
を

　

�上

其そ
の
ゝ
ち後
下げ　
二
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